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むつ市議会第２３１回定例会会議録 第３号

平成２９年３月６日（月曜日）午前１０時開議議事日程 第３号

◎諸般の報告

【一般質問】

第１ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）１番 原 田 敏 匡 議員

（２）11番 菊 池 光 弘 議員

（３）４番 工 藤 祥 子 議員

（４）14番 佐 賀 英 生 議員

（５）22番 中 村 正 志 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（浅利竹二郎） ただいまから本日の会議を

開きます。

ただいまの出席議員は24人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（浅利竹二郎） 本日、諸般の報告について

は、特に申し上げる事項はありません。

〇議長（浅利竹二郎） 本日の会議は議事日程第３

号により議事を進めます。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（浅利竹二郎） 日程第１ 一般質問を行い

ます。

本日は、原田敏匡議員、菊池光弘議員、工藤祥

子議員、佐賀英生議員、中村正志議員の一般質問

を行います。

◎原田敏匡議員

〇議長（浅利竹二郎） まず、原田敏匡議員の登壇

を求めます。１番原田敏匡議員。

（１番 原田敏匡議員登壇）

〇１番（原田敏匡） おはようございます。１番原

田敏匡でございます。むつ市議会第231回定例会

において一般質問を行います。

陽光やわらかなこの季節は、卒業や転勤、引っ

越しなど公私ともに動きのある季節でございま

す。職員の皆様におかれましても、退職、異動、

昇進など何かと慌ただしさを感じていることと思

います。特に退職される職員の皆様には、これま

で長きにわたり市政を支え尽力されてきたご功績

とご労苦に対し、心から敬意を表する次第でござ

います。

それでは、通告に従いまして、３項目５点につ

いて質問いたします。市長並びに理事者各位にお

かれましては、明快かつ前向きのご答弁をよろし

くお願いいたします。

まず、１項目めの過去の一般質問に対する取り

組み状況についてであります。選挙当選後、全て

の定例会で一般質問を行い、まだまだ議員として

は手探りではございますが、市民の幸せを願い、

私なりに政策提言、市民からの要望を取り上げて

まいりました。その中でも、研究します、調査し

ます、努力しますといった前向きな答弁をいただ

いたものについて、現在どの程度検討し、進行し

ているのかをお伺いします。

１点目は、むつ市議会第226回定例会での「孫

と暮らそう！にぎやか３世代支援事業」について

であります。国の動向を注視しつつ、先行して取

り組んでいる他の自治体の状況などを調査研究し

て考えていくとの答弁をいただきましたが、その

後の調査研究結果もしくは進捗状況をお願いいた

します。

２点目は、むつ市議会第227回定例会、早掛沼

公園のバリアフリー化についてであります。まず

は、新たな障害者専用駐車場の確保、多目的トイ

レまでの経路の改善をしていただきありがとうご

ざいました。本年の桜まつりでもぜひともよろし

くお願いいたします。

バリアフリー化については、来年度から着手す

る緑の基本計画を策定する中で早掛沼公園も含め

たむつ市全体の公園におけるバリアフリー化な

ど、公園整備のあり方について人口減少と持続可

能な財政運営を踏まえながら検討していくとの答
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弁をいただきましたが、その後の進捗状況をお伺

いします。

３点目は、むつ市議会第227回定例会の醸造酒

の普及の促進に関する条例制定についてでありま

す。過去に、毎月６日は、むつ市の特産品を食す

日として条例制定化の提案もあり、当市にふさわ

しい条例制定へ向けた検討作業に既に着手してい

るとの答弁をいただきましたが、その後の検討結

果もしくは進捗状況をお伺いします。

４点目は、前回むつ市議会第230回定例会、分

野を問わずむつ市における日本一は何があるのか

についてであります。ストッキング生産量は日本

一ではないかと推測される、大畑桜ロードは日本

一の規模であることを自負しているなど、視点に

よっては日本一となるものがあることから、ほか

に日本一となるものはないか、今後も地域資源の

掘り起こしに努めてまいりたいと考えております

との答弁をいただきましたが、ストッキング生産

量及び大畑桜ロードが日本一である裏づけ調査の

状況、もしくは結果と掘り起こしについての進捗

状況をお伺いします。

続いて２項目め、市道の舗装修繕と上下水道工

。 、事の計画性についてであります 議員活動として

市民の皆様と意見交換をしていると、時節柄なの

か、道路工事についてのお話をよく耳にします。

中でも、せっかく舗装したのに、下水道工事のた

めにすぐ掘り返しているといった疑問を多くの市

民が感じています。そこで、直近５年での市道の

本舗装後、３年以内に一部を取り壊し、上下水道

工事が行われた距離数についてお伺いします。

続きまして、３項目め、発達障害の早期支援に

ついて質問いたします。１点目は、発達障害の早

期発見を主目的とした５歳児健診導入についてで

あります。５歳児健診については、むつ市議会第

194回、第203回定例会の一般質問で鎌田議員から

も提案されており、平成20年度の当初予算に計上

されたものの、事業実施までは至らず、その後も

健康推進課内で実施に向けた検討を重ねてきた経

緯は認識しておりますし、その背景、目的につい

ては私から説明するまでもなく、理事者側の皆様

も十分にご理解していることと思います。

近年では、平成24年７月に文部科学省より、共

生社会に向けたインクルーシブ教育システムの構

築のための特別支援教育の推進が報告され、平成

27年９月には文部科学省の委託事業として子ども

みんなプロジェクトが発足するなど、障害のある

幼児、児童、生徒への支援が以前に増して充実し

てきました。

そんな中、昨年むつ市内で開催された発達に特

性のある子供についての講演会やシンポジウムに

参加し、現場の声、保護者の声を聞き、また苫生

小学校の学校経営を朝の登校時から授業風景まで

拝見する機会をいただき、その取り組みを肌で感

じて、改めてその必要性を感じました。

医師の診断で、我が子が発達障害だと告げられ

たとき、皆さんはどのような感情を抱くでしょう

か 「ほっとした 、シンポジウムに参加した保。 」

護者の言葉です。その子は、小学校に入学してか

ら診断されたのですが、ほかの子に比べ、やんち

ゃで落ちつきがないとの思いはあったものの、高

機能であることと軽度であること、加えて初めて

の子育てということもあり発見が遅くなりまし

た。しかし、いざ診断されると、ようやく息子を

理解でき、しっかりとした対応がとれるという安

堵感が強かったそうです。

また、私に発達障害の基礎知識があれば、もっ

と早く息子を理解してあげることができたのにと

いう悔しさも感じ取れました。私自身まだまだ認

識不足であり、私と同様に幼児、児童の保護者の

中にはまだまだ多いのではないでしょうか。

そこで、健診では、発達上及び行動上に軽度の

問題があり、支援を必要とする児童の早期発見が
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主たる目的となりますが、並行して児童が健診を

受けている間に発達障害について親へ理解を深め

るプログラムの実施も目的の一つとします。

障害のない人、当事者でない多くの人は、障害

者イコールかわいそうな存在という認識しかな

く、また発達障害についての知識、理解が薄いこ

とにより、悪気や悪意はなくとも言動や行動で知

らず知らずのうちに相手を傷つけてしまうケース

もあります。また、障害のある人、当事者の人も

障害者のことを世間に理解してもらうためには、

いま一度現状を見詰めて理解を深める必要がある

のではないかと考えます。お互いが理解を深める

ことにより、障害の有無に関係なく、誰もが相互

に人格と個性を尊重し、支え合い、人々の多様な

あり方を相互に認め合える全員参加型の社会、共

生社会の形成に向けた第一歩となると考えており

ますので、５歳児健診導入について市長のご所見

をお伺いします。

２点目は、ことばの教室の利用状況についてで

あります。第二田名部小学校の通級指導教室で通

常学級の児童を対象に、障害や発達の個別の指導

を行っていますが、就学児、未就学児のそれぞれ

の利用状況をお伺いします。

３点目は、保健師への発達のおくれに関する相

談件数についてであります。現在１歳６カ月児、

３歳児健診において、発達障害が疑われる幼児に

対しての相談体制の強化、健診後の継続的支援を

必要とする幼児や家族への対応を目的とした保育

施設巡回相談を図りつつ、発達障害の早期発見に

努めていることと思いますが、過去３年間の発達

のおくれに関する相談件数についてお伺いしま

す。

以上、３項目５点につきお伺いいたします。こ

れで壇上からの質問を終わります。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） おはようございます。原田

議員のご質問にお答えいたします。

まず、過去の一般質問に対する取り組み状況に

ついてのご質問につきましては、担当部長からの

答弁といたします。

次に、市道の舗装修繕と上下水道工事の計画性

についてのご質問につきましては、公営企業局か

らの答弁となります。

次に、発達障害の早期支援についてのご質問の

１点目、５歳児健診導入についてお答えいたしま

す。母子保健法で義務づけられている３歳児健診

時点では、子供の気になる行動が果たして発達障

害によるものなのかどうか、明らかにされにくい

ところがあります。その後保育所や幼稚園で集団

生活をするようになりますと、協調した行動がと

れない等といったことが明らかになりやすいこと

から、就学前に発達障害の子供を発見し、早期支

援につなげることが５歳児健診の大きな目的であ

ると言われています。

しかし、５歳児の認知行動特性や社会性の発達

について、時間的、場所的にも限られた健診とい

う枠内で適切に見きわめるためには、専門性のあ

る医師、臨床心理士、言語聴覚士、保育士などの

マンパワーを集中的に投入する必要があること、

また発達障害を適切に診断し、フォローにつなげ

ていくための方策は確立されていないとして、健

診だけを行うことを疑問視する専門家の意見もあ

るなど、実施に向けてはさまざまな課題があるこ

とをご理解いただきたいと思います。

現在市では、10カ月、１歳６カ月児、２歳児、

３歳児健診を実施しております。むつ下北医師会

の皆様のご協力のもと、それぞれの年齢における

身体や精神の発達、また社会性の発達度などのチ

ェックを行い、心身の疾病異常の早期発見はもち

ろんのこと、子供の様子や親子のかかわり方を確

認する場として重要な位置づけとしております。
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特に３歳児健診は、就学前の最後の機会となりま

すので、必ず受診していただくよう呼びかけ、支

援を要する子供を見出すよう努めております。

５歳児健診については、現在実施しておりませ

んが、保育所や幼稚園で過ごす子供の様子を確認

する保育施設巡回相談を実施しているほか、随時

ご相談に対応し、家庭訪問も行うなどして、５歳

児健診の目的と同様の効果を達成するよう努力し

ているところであります。そして、必要に応じて

市で実施しております遊びの教室、未就学児こと

ばの教室など、発達支援事業につなげていくこと

としております。

市では、今後市民の皆様に広く発達障害につい

ての正しい知識と理解を得ていただく機会として

関係機関とタイアップし、市民の皆様向け研修会

を開催するなど、保護者がいつでも気軽に相談し

やすい雰囲気を醸成し、保護者に寄り添いながら

支援してまいりますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

次に、ご質問の２点目、ことばの教室の利用状

況につきましては、教育委員会及び健康づくり推

進監から、またご質問の３点目、保健師への発達

のおくれに関する相談件数につきましては、健康

づくり推進監からの答弁となります。

〇議長（浅利竹二郎） 公営企業管理者。

（花山俊春公営企業管理者登壇）

〇公営企業管理者（花山俊春） 原田議員のご質問

にお答えいたします。

市道の舗装修繕と上下水道工事の計画性につい

てのご質問の直近５年での市道の本舗装後、３年

以内に一部を取り壊し上下水道工事が行われた距

離数についてお答えいたします。

国道への上下水道管の埋設につきましては、国

の通達により、原則としてコンクリート舗装は舗

装後５年、アスファルト舗装は舗装後３年以内に

道路を掘り返すことは抑制することとされており

ます。市道への上下水道管埋設工事においても、

この通達を準用し、道路事務を所管いたします土

木課と工事ごとに施工場所、工事概要、舗装復旧

方法等を協議し、道路管理者から道路占用許可を

いただいて工事を施工することとしております。

直近５年で上下水道管を埋設した延長は、上水

道管約25.6キロメートル、下水道管約10キロメー

トルの合計約35.6キロメートルでありますが、全

ての工事において、事前に道路占用協議しており

ますので、議員ご懸念のように、舗装新設後３年

以内に舗装を取り壊して上下水道管を埋設した施

工事例はございません。ただし、漏水等が発生し

た緊急時には、部分的に取り壊し、修繕工事をす

る場合はございます。

今後とも上下水道管の埋設に当たっては、道路

舗装計画を担当する建設部と連携を密にし、工事

を進めてまいりますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

〇議長（浅利竹二郎） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長（遠島 進） 原田議員の発達障害の早期

支援についての２点目、ことばの教室の利用状況

についてのご質問のうち、小学生の利用状況をお

答えします。

初めに、小学校におけることばの教室開設の経

緯と通級による指導に関する法的な位置づけにつ

いてご説明いたします。

第二田名部小学校に設置されておりますことば

の教室は、言語障害等のある児童・生徒等を対象

とした指導の場が必要であるという強い要望を受

け、市教育委員会が県教育委員会から開設の許可

を得て、昭和61年４月に通級による指導を行う通

級指導教室として開設いたしました。

通級による指導とは、学校教育法施行規則によ

りますと、通常学級に在籍している軽度の障害の

ある児童に対して、主として各教科等の指導を通
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常の学級で行いながら、障害に応じた特別の指導

を特別の場で行う指導形態であるとされておりま

す。

次に、小学生のことばの教室への通級状況につ

いてお答えいたします。ことばの教室では、週１

時間から２時間の指導において、正しい発音がで

きるようになるための指導や発音練習、社会性を

身につけるための指導、体の動きのぎこちなさを

改善したり、バランス感覚を養ったりするための

サーキット運動、苦手な教科の学習等を行ってお

ります。

ことし２月現在、通級している小学校児童は

17名で、小学校の教員３名が指導に当たっており

ます。また、希望する児童は、現在のところ全員

が通級可能となっておりますので、ご理解賜りた

いと存じます。

〇議長（浅利竹二郎） 総務政策部長。

〇総務政策部長（川西伸二） 原田議員の過去の一

般質問に対する取り組み状況についてのご質問

で 総務政策部が所管いたします 孫と暮らそう！、 「

にぎやか３世代支援事業」及びむつ市の中の日本

一についてお答えいたします。

まず 「孫と暮らそう！にぎやか３世代支援事、

業」についてお答えいたします。本事業は、所得

税等の軽減もしくは給付金等による支援により、

３世代同居や近居を増加させるというものであ

り、むつ市まち・ひと・しごと創生総合戦略の事

業として位置づけられております。この事業につ

きましては、税制面の軽減や１世帯当たり２万円

の給付について実施可能性を担当課において検討

したところ、税制面の軽減については具体的な法

令の整備がなされていないことに加え、３世代世

帯の把握や確認が困難なため実現は厳しく、また

給付金については平成22年国勢調査による３世代

以上の世帯の割合に基づき算出したところ、対象

世帯が2,098世帯となり、実施に当たり必要な経

費が約4,200万円と試算されております。

３世代同居や近居を促進することで安心して育

児ができる環境が整うことによる出生率の向上

や、安心と生きがいを得ることによる高齢者の健

康寿命の延伸などが期待されますが、総合戦略に

おける事業評価におきましては、相当な財政負担

も予想されることから、制度設計も含め、しっか

りと見きわめる必要があるとしております。この

ため、どのような事業展開が可能かも含め、引き

続き調査研究してまいりたいと考えておりますの

で、ご理解賜りたいと存じます。

次に、むつ市の中の日本一について、その裏づ

けとしてどのような調査を行ったのかについてお

答えいたします。むつ市議会第230回定例会にお

きまして、分野を問わずむつ市における日本一は

何があるのかとのご質問に対しまして、パンスト

出荷数量が日本一と推測されますことと、国道

279号の大畑バイパス沿いの来さまい大畑桜ロー

ドがソメイヨシノの桜並木としては日本一の規模

を誇っていると答弁いたしたところであります。

パンスト出荷数量につきましては、工業統計調

査等をもとに日本一と推測されるとお答えしてお

りますが、その後におきまして、市町村別のデー

タについて調査いたしましたものの、工業統計調

査では市町村別のデータが公表されておらず、ま

た企業ごとの出荷数量につきましては企業秘密と

なっていることでもあり、あくまでも推測の域は

脱しないものの、青森県の刊行物であります「数

字で読む青森県2015」などの情報などから、むつ

市がパンスト日本一の出荷数量であると明言して

もよろしいのではないかと考えております。

また、来さまい大畑桜ロードの桜並木につきま

しては、桜並木といたしましては、弘前市内から

嶽温泉に通じる県道３号線沿いにオオヤマザクラ

を中心に総延長20キロメートルにわたり植えられ

ている例などもありますが、ソメイヨシノに限定
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した桜並木では延長約８キロメートルの来さまい

大畑桜ロードが、調査した限りでは国内でこの距

離を超えるものはありませんでしたので、これも

日本一と明言してよろしいのではないかと考えて

おります。

今後も日本一と思われるものの検証、発掘に努

めてまいりたいと考えておりますので、ご理解賜

りたいと存じます。

〇議長（浅利竹二郎） 建設部長。

〇建設部長（吉田 正） むつ市議会第227回定例

会においてご要望のありました早掛沼公園のバリ

アフリー化について、その後の検討状況をご説明

いたします。

ご要望の園路の舗装整備等につきましては、緑

の基本計画を策定する中で検討するという答弁を

いたしましたが、同計画は昨年４月に着手し、平

成29年度での策定を目指してバリアフリー化も含

めた公園整備のあり方について、現在検討を重ね

ているところでありますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

〇議長（浅利竹二郎） 経済部長。

〇経済部長（髙橋 聖） 過去の一般質問に対する

取り組み状況についてのご質問で経済部が所管す

る事項につきましてお答えいたします。

昨年３月、むつ市議会第227回定例会で提案が

ありました乾杯条例につきましては、地元のお酒

で乾杯する習慣を普及することで消費の拡大を図

り、地域を活性化する取り組みとして全国の酒所

の自治体を中心に取り組まれております。このこ

とについては、個人の嗜好に任せるべき、お酒を

飲めない方はどうするのかなど、条例制定に慎重

となっている自治体もあり、特定の特産品に限定

せず、地元特産品全般を対象とした活動にすべき

との考えもあります。

一方、当市は特色ある農林水産物を用いて市内

消費を促進する地産地消、市外へ販売を加速する

地産外商など 「むつ市のうまいは日本一！」事、

業を積極的に展開し、平成29年度で10年目を迎え

ようとしておりますので、こういった事業に合わ

せて調査研究を進めてまいりたいと考えておりま

す。

〇議長（浅利竹二郎） 健康づくり推進監。

〇保健福祉部健康づくり推進監（井田敦子） 発達

障害の早期支援についてのご質問の２点目、こと

ばの教室の利用状況のうち、未就学児の利用状況

についてお答えいたします。

言葉の発達等におくれが見られる未就学児への

指導及び療育相談は、当初小学校児童を対象とす

る通級指導教室において対応いただいておりまし

た。しかし、対象者の増加により人的にも時間的

にもゆとりある指導体制が必要となったことか

ら、平成18年度に未就学児ことばの教室として開

設されたものであります。

未就学児ことばの教室は、療育指導員３名を配

置し、小学校のことばの教室と連携し、個々に応

じた指導を行っています。指導内容は、言葉の発

達に対する指導、適応指導、療育相談を主とし、

おおむね週１回１時間程度となっております。ま

た、教室運営に伴う専門的な指導のため、県立む

つ養護学校からもご協力をいただいております。

利用実人数は、平成25年度が29名、平成26年度

は39名、平成27年度は36名と、約30名から40名の

間で推移しており、平成28年度は35名の利用とな

っております。年々利用を希望する保護者は増加

傾向にあり、利用開始まで待っていただく場合も

見られるようになっています。

利用された保護者の方々からは、未就学児こと

ばの教室が子供の成長に役立った、子供の成長を

実感できるようになったという声をいただいてい

るところであります。

次に、ご質問の３点目、保健師への発達のおく

れに関する相談件数についてお答えいたします。
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子供の発達に関する相談は、言葉の相談、行動面

での相談、生活習慣に関する相談、社会性に関す

る相談等多岐にわたるうえ、１つではなく幾つか

。 、合わせての相談である場合がほとんどです また

１回の相談で終結する場合もありますし、相談内

容や状況によっては保護者とともに経過を見てい

くことが必要な場合もあります。

乳幼児健診のうち３歳児健診における子供の発

達に関する相談の中で、健診後も引き続き経過を

見ていくことが必要と思われた相談件数は、平成

25年度は135件、平成26年度は150件、平成27年度

は134件とほぼ横ばい傾向にあり、受診者の３割

程度となっております。

以上です。

〇議長（浅利竹二郎） １番。

〇１番（原田敏匡） ３項目に対し、丁寧なご答弁

ありがとうございました。それでは、意見、要望

も含めて再質問させていただきます。

１項目めの過去の一般質問に対する取り組み状

況でありますが、現在策定中のものもありますの

で、１点だけ再質問いたします。

日本一の件なのですけれども、桜ロードが明言

できるというお話だったのですけれども、これは

例えばむつ市のホームページとか、あと観光リー

フレットに日本一というふうにうたってもいいよ

うな明言できる状況なのかどうかだけ１点お伺い

します。

〇議長（浅利竹二郎） 総務政策部長。

〇総務政策部長（川西伸二） お答えいたします。

来さまい大畑桜ロードにつきましては、総延長

８キロということで、我々は可能な限りの調査の

中では日本一だというふうに自負はしておるとこ

ろなのですが、リーフレットとかホームページに

載せる際には、それなりにやはり確認は必要だと

思います。そういった確認を今後も続けまして、

確認がとれ、日本一と断言できると、そうなった

段階には載せていくような形で、この来さまい大

畑桜ロードをＰＲしてまいりたいと考えておりま

す。

以上でございます。

〇議長（浅利竹二郎） １番。

〇１番（原田敏匡） 載せれるとなれば、観光面等

にかなり大きなプラスになると考えますので、ぜ

ひ早急に、できれば裏づけ調査のほうをお願いし

たいと思います。

また、醸造酒の件については、質問ではないの

ですけれども、過去に大瀧議員のほうからも同様

のご提案、そして特産品も含めた形の条例という

ふうに質問があったのですけれども、同僚議員の

ほうからも、ぜひ議員提案したほうがいいのでは

ないかという声も結構あるものですから、それも

含めてぜひ担当課さんとお話をさせていただきな

がら、議会としてもぜひ、ちょっとこれはまだ私

個人の意見なのですけれども、取り組んでいきた

いと思っております。

続いて、２項目めの市道の舗装修繕と上下水道

工事の計画性について再質問いたします。実は、

この疑問、私だけではなくて多くの市民が抱いて

いて、いろんな場面で聞く機会がありました。そ

の距離数が全くない、ゼロキロというのは、正直

意外であったのですけれども、同時にほっといた

しました。

そこで、多くの市民の皆様がそういったイメー

ジを持ってしまう要因は何であるか、また想定さ

れる事例がございましたら、ぜひお知らせ願いま

す。

〇議長（浅利竹二郎） 公営企業局長。

〇公営企業局長下水道部長（萬年茂昭） お答えい

たします。

上下水道工事とも、それぞれに国庫補助金の交

、 、付要綱がありまして 舗装の復旧方法については

上水道工事は水道管を埋設しながら舗装を仮復旧
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する工程を繰り返し、水道管埋設終了後に本復旧

をするということが原則とされております。

一方、下水道工事は道路占用協議において、下

水道管を埋設した年度は舗装を仮復旧にとどめて

工事を終え、翌年度に舗装の本復旧をする場合も

あり、市民の皆様から見れば、せっかく舗装した

のに次の年に舗装を取り壊し、再度舗装をし直し

ているように感じられているのではないかと思わ

れます。

以上でございます。

〇議長（浅利竹二郎） １番。

〇１番（原田敏匡） 確かにこの疑問を私も一般質

問をする前に調べたら、他自治体でも結構同じよ

うな問い合わせというか、そういった質問が多い

のか、公営企業局とか水道局のホームページ内の

ＱアンドＡに今のようなことが書かれていたのも

ちょっと目にしました。ぜひむつ市においても、

そういったホームページ等にＱアンドＡを載せる

ようなこともぜひご検討願います。

済みません、もう一点だけ、２項目めについて

質問させていただくのですけれども、緊急を要す

るものを除く市道の例えば舗装計画修繕、そして

上下水道の計画というのは、それぞれ大体何カ年

計画になっているのかだけ、最後１点よろしくお

願いします。

〇議長（浅利竹二郎） 公営企業局長。

〇公営企業局長下水道部長（萬年茂昭） 上下水道

工事については、今、西通りで行っております簡

易水道統合補助事業と、それからむつ地区、大畑

地区で行われております上水道整備事業は、おの

おの10年計画をもとにしてやっております。舗装

の計画についても、多分同様の10年計画のもとで

行われて、道路占用協議を行っております。

以上でございます。

〇議長（浅利竹二郎） 建設部長。

〇建設部長（吉田 正） 市道の舗装計画等につき

ましては、５カ年計画を基本に更新しているとい

う状況でございます。

〇議長（浅利竹二郎） １番。

〇１番（原田敏匡） ありがとうございました。

続いて、３項目めの発達障害の早期支援につい

て再質問いたします。

まず、２点目のことばの教室の利用状況につい

ての就学児への対応についてのほうから再質問し

。 、 、ます むつ市内においてもそうですが 特に大畑

川内、脇野沢の保護者の皆様は、仕事の関係上、

なかなか通わせたくても通わせられないといった

悩みを持っています。そういった子供たちに対す

る対応が早急に必要だと考えるのですけれども、

ご所見をお伺いいたします。

〇議長（浅利竹二郎） 教育部長。

〇教育部長（金澤寿々子） お答えいたします。

大畑、川内と遠方の児童の通級に対する対応と

いうか、支援ということでお答えいたします。特

別支援教室就学奨励費の中で、児童の通級に係る

経費として、公共交通機関等の利用料金を支援す

、 、る制度があり 保護者の方へ通知しておりますが

現在利用されている方はおりません。特別な配慮

を必要とする児童に対しては、少人数や個別での

学習、複数の教員やスクールサポーターによる支

援等、各学校において体制を整備して指導や支援

をしております。

また、大部分の学校に設置されている特別支援

学級においても、専門的な指導や支援をしている

児童がおり、それぞれの学校において支援体制が

整っているものと考えております。

〇議長（浅利竹二郎） １番。

〇１番（原田敏匡） 就学児の対応については、各

学校の特別支援教室が充実していることから、通

級しなくてもよいケースがふえているというよう

な形だと思うのですけれども、逆にことばの教室

を全く利用していない児童がいる学校はどの程度



- 78 -

あるかお知らせ願います。

〇議長（浅利竹二郎） 教育部長。

〇教育部長（金澤寿々子） 現在市内に学校が22校

ありますけれども、今現在ことばの教室を利用し

ている学校は４校でございますので、18校ござい

ます。

以上です。

〇議長（浅利竹二郎） １番。

〇１番（原田敏匡） ことばの教室の役割を各学校

の特別支援教室で行えるのであれば、移動時間で

通常授業の時間をロスすることもなく、インクル

ーシブ教育の推進にもつながると考えておりま

す。

そこで、もちろん何らかの理由で通級せざるを

得ない児童の皆様には配慮しなければいけないの

ですけれども、前定例会ですばらしい教育大綱も

。 、策定されました 例えばそういったことばの教室

そして特別支援教室の役割といいますか、枠組み

を見直してもいいのではないかという時期に来て

いるのではないかと考えますが、教育長のご所見

をお伺いします。

〇議長（浅利竹二郎） 教育長。

〇教育長（遠島 進） お答えいたします。

ことばの教室等の役割を見直してもいいのでは

ないかというようなご質問だと思いますけれど

も、現在のところ、むつ市の特別支援教育につき

ましては、議員ご指摘のとおり、教育大綱にも示

されているように、特別支援教育を充実させる、

その方向としては、まず１つ目としてはコーディ

ネーターを中心とした校内の体制づくりであると

か、それから２つ目としては学習や生活支援等安

全確保に尽力してくださっているスクールサポー

ターの配置であるとか、３つ目としては、長い目

で一貫した支援を可能とする個別の教育支援計画

の策定を柱に、きめ細かい支援により一人一人の

お子さんの可能性を伸ばす教育を進めてまいりま

す。

そして、体制ということでございますが、学校

によって、その児童・生徒数であるとか、それか

ら職員数、また教室環境等が異なることから、そ

れぞれの状況に応じて校長先生方のリーダーシッ

プのもと、特別支援教育を推進してまいりたいと

いうふうに考えております。

以上でございます。

〇議長（浅利竹二郎） １番。

〇１番（原田敏匡） わかりました。ぜひこの件に

関しては、教育大綱を策定しました一人でもあり

ます市長のほうからも、特別支援教室等の取り組

みについて、ぜひご所見をお伺いしたくよろしく

お願いいたします。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

ことばの教室に限らず、特別支援教育の充実と

いうことで、今般の教育政策大綱のほうには記述

をさせていただいております。教育政策大綱のほ

うに記述させていただいているのは、これは主に

就学児、小・中学生の話でありますけれども、こ

のように書いてございます 「特別な配慮を要す。

る子供に対し、自立や社会参加に向けて持てる力

を伸ばし、夢を育むという観点から、全ての教職

員が一丸となって個々の状態に応じたきめ細かい

指導・支援を更に充実させていく必要がありま

す」というふうに書いてございますので、恐らく

思いとしては原田議員と一緒であろうかと私は思

っております。

また、国の調査によりますと、特別支援教育の

対象となる子供は増加傾向にありまして、通常の

学級でも発達障害の可能性のある子供が6.5％程

度在籍しているという報告があります。これまで

もむつ市は「こどもは地域のたからである」とい

うことをキャッチフレーズに一丸となって取り組

んでまいりました。一人一人の教育的なニーズに
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応えて適切な指導及び必要な支援を行っていくこ

とが、繰り返しになりますけれども、必要である

と考えております。

そうしたことを踏まえまして、先ほども答弁し

たとおりでありますけれども、子供たちや親御さ

んにも寄り添いながら、この問題にも取り組んで

まいりたいと考えております。

以上です。

〇議長（浅利竹二郎） １番。

〇１番（原田敏匡） ありがとうございました。こ

の件に関しては、十分考慮しなければならない点

、 、も多々あると思いますので 時間はかかるものの

支援を必要とする子供たちのために、時代に合っ

た環境づくりをしていただきたいとお願いいたし

ます。

続いて、同じくことばの教室の未就学児のほう

なのですけれども、先般あるシンポジウムに参加

したとき、もう既に定員オーバーしているという

ふうなお話もありました。遠方からの通級支援の

ほうも対応を聞きたかったのですけれども、それ

以前にもし定員オーバーしているという状況であ

れば、まずは支援を必要とする全ての幼児に対応

できる環境をつくるのが急務だと考えますが、改

善に向けた来年度への取り組みについて、もしあ

ればよろしくお願いいたします。

〇議長（浅利竹二郎） 健康づくり推進監。

〇保健福祉部健康づくり推進監（井田敦子） お答

えします。

現在待機している方は10名ほどいると聞いてお

ります。それで、まずことばの教室を希望される

場合は、教室に来ていただいて、療育指導員と面

接して、希望する場合申し込みしていただくとい

う流れになっています。しかし、年々希望者が増

加傾向にあり、利用開始まで待っていただく場合

も見られるようになっておりますが、待っていた

だいている保護者の方々には、家庭でできる対応

について情報提供するとともに、発達支援事業、

遊びの教室の利用や他機関の療育サービスについ

て情報提供し、活用の検討、調整などを行ってお

ります。

以上です。

〇議長（浅利竹二郎） １番。

〇１番（原田敏匡） ここにいる皆様はご承知だと

は思いますが、この時期の支援、小学校への就学

に向けて非常に大切なものとなります。ぜひ発達

障害の幼児もしくは障害はないものの、発達にお

くれを感じている幼児の皆様もことばの教室を利

用していると思いますので、待機することのない

体制の構築をぜひともよろしくお願いいたしま

す。

保健師への発達のおくれに関する相談件数につ

いてですけれども、むつ市内に相談に見える保護

者の皆様は、そこに至るまで悩みに悩み、そして

中には人目を忍ぶように相談にいらっしゃる方も

いらっしゃると思います。それと同時に、さまざ

まな選択肢を模索しながら、多分訪問されていま

す。そこで、むつ市内において、障害に関する相

談機関、県、市、民間問わずどの程度あるのか、

お知らせ願います。

〇議長（浅利竹二郎） 健康づくり推進監。

〇保健福祉部健康づくり推進監（井田敦子） お答

えいたします。

、 、一般的な相談全般については 各庁舎の保健師

それから相談支援事業所が３カ所あります。発達

障害については、２カ所ございます。

以上です。

〇議長（浅利竹二郎） １番。

〇１番（原田敏匡） 相談に見えた保護者様には、

いろんな選択肢があると、多分少しだけでもほっ

とするような安堵感が出ると思いますので、その

特性に関係なく、そういった相談施設が一覧で明

示できるようなリーフレットとかを用意していた
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だいて、ぜひお渡しいただければなと思います。

最後に１点目の５歳児健診についてでございま

す。非常に厳しい、厳しいといいますか、なかな

か思うようにはいかないなという形で答弁いただ

きました。実際平成20年度の当初予算に５歳児健

診費が計上されており、平成22年度の当初予算に

は５歳児発達相談研修費というものが計上され

て、非常に前向きに取り組んでいらっしゃいまし

た。

むつ市議会第203回定例会の予算審査特別委員

会においても、当時の保健福祉部長から５歳児健

診は本当はやりたいといった答弁があったり、当

時の市長である宮下順一郎市長からも、積極的に

取り組まなければいけないといった非常に前向き

な答弁がされていました。もちろんなかなかマン

パワー的に厳しいということもあり、難しいとい

うのは非常に感じたのですけれども、ただ２項目

めのことばの教室の未就学児の定員がもうオーバ

ーしているという状況、そして相談件数が年々ふ

えていっているという状況を見ると、やっぱり潜

在的に持っている児童がどのぐらいいるのかとい

うのを把握しないと、ことばの教室自体の体制づ

くりもまたできていかないのではないかというふ

うに考えます。そこで、健診後の、１歳６カ月児

健診後、３歳児健診後において、相談に対する強

化と継続的支援、そして保育施設巡回相談を強化

していくというお話だったのですけれども、実際

今までも強化されているとは思うのですけれど

も、どのような形で保育所巡回、保育士さんとの

強化をされているのか、もし事例がありましたら

よろしくお願いします。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

巡回の具体的な事例については、これは事務方

から答弁をさせていただきますけれども、平成

20年度の経緯につきましては、少し私から説明さ

せていただきます。

平成20年度の予算案を、これをつくる前の段階

で、これは当時鎌田議員からだと思いますけれど

も、ご質問いただいてお答えした際には、鎌田議

員も含めて我々にも大きなそういう意味での理想

がありました。ですから、そのときには５歳児健

診というものをしっかりやって、就学前には就学

につながる形をつくりたいということだったのだ

と思います。そういう意味では、５歳児健診が就

学前のお子様の状況を知っていただくために適切

な時期であるということは、今もその当時も変わ

らない我々の認識であります。

ですけれども、その当時、医師も含めて専門ス

タッフの不足ということ、あるいは健診後の受け

皿という観点から実現できなかったということ

は、実はこれはその現状変わっていないといいま

すか、そういう事情がありまして、とりわけ医師

も含めた専門スタッフがこの地域になかなか健診

全体をやるには整っていないという現状がありま

す。そうしたことを踏まえて、しかしながらこの

５歳児健診というものと同じ効果を少なくともこ

、 、の行政が 我々だけでも出したいという観点から

保育施設巡回相談やご相談に応じて家庭訪問にま

で我々は行っているということであります。

ですから、そういった意味では、５歳児健診の

実現というのは、非常に地域全体で取り組まなけ

ればいけないことで、我々のちょっと力の及ばな

い部分もあるわけですけれども、いずれにしても

お子様たち、そして親御さんに寄り添いながら、

これと同じ効果が出るよう現実的な政策として今

実施しているということはご理解をいただきたい

と思います。

具体的な巡回についての内容については、事務

方からの答弁とさせていただきます。

〇議長（浅利竹二郎） 健康づくり推進監。

〇保健福祉部健康づくり推進監（井田敦子） お答
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えいたします。

具体的な取り組みといたしましては、平成21年

度から毎年継続して保育所施設関係者を対象に発

達支援についての研修会を開催しております。そ

れと、巡回相談の施設もふやして、今は全施設実

施しております。

以上です。

〇議長（浅利竹二郎） 原田議員、そろそろ質問を

まとめてください。１番。

〇１番（原田敏匡） 実は私、保育園のほうにも何

園か行って、保育士さんとのかかわり合いのとこ

ろも伺ってまいりました。ぜひもうちょっと強目

に保育士さんのほうにも積極的にこちらのほうか

ら取り組んでいただいて、いろんなお話、もっと

もっと聞いていただければなと思います。

発達障害を持つ子供やその保護者、全ての皆様

に待機せずサポートできる体制づくりの構築をお

願いして、むつ市議会第231回定例会での一般質

問を終わります。ありがとうございました。

〇議長（浅利竹二郎） これで、原田敏匡議員の質

問を終わります。

、 。ここで 午前11時10分まで暫時休憩いたします

午前１０時５５分 休憩

午前１１時１０分 再開

〇議長（浅利竹二郎） 休憩前に引き続き会議を開

きます。

◎菊池光弘議員

〇議長（浅利竹二郎） 次は、菊池光弘議員の登壇

を求めます。11番菊池光弘議員。

（11番 菊池光弘議員登壇）

〇11番（菊池光弘） おはようございます。公明・

政友会の菊池光弘でございます。むつ市議会第

231回定例会に当たり一般質問をいたします。

、 、 、今回の一般質問は １ 定住促進事業について

２、無電柱化の推進について、以上２点について

質問をいたします。市長並びに理事者の皆様、誠

意ある答弁をよろしくお願いいたします。

質問の第１、定住促進事業についてお伺いしま

す。昨年10月19日、岡山県瀬戸内市、20日、兵庫

県朝来市に総務教育常任委員会で、いずれも定住

促進事業について行政視察してまいりました。今

回は、住みたい田舎ベストランキング2016で全国

１位の朝来市に絞って定住促進事業を紹介しなが

ら質問させていただきます。

朝来市は、平成17年４月１日に旧朝来郡４町が

合併し誕生しました。人口は2010年の時点で約３

万3,000人、国立社会保障・人口問題研究所の推

計によると、2040年には約２万2,000人になると

。 、推計されております 兵庫県のほぼ中央に位置し

茶すり山古墳を初めとする多くの古代遺産、国史

跡の竹田城跡や史跡の生野銀山などの中世から近

世にかけての遺産など、歴史文化遺産に恵まれた

まちを生かしつつ、定住促進事業に力を入れてお

ります。

平成27年に策定した朝来市創生総合戦略にてシ

ビックプライド（まちへの愛着や誇り 、自負心）

を醸成し、朝来市を担い、貢献していく「ひと」

をつくり、その「ひと」が魅力ある多様な「しご

と」をつくり、その「ひと」と「しごと」が希望

、 「 」 、を持ち 豊かな暮らしを営める まち をつくり

その「まち」が「ひと」を呼び込むという好循環

の確立を目指すという基本理念を掲げておりま

す。

「ひとづくり」では 「ふるさと愛の醸成など、

によるふるさと回帰の促進」や「新しい人の流れ

をつくる移住を促進」などを行うことによって、

朝来市を支える人財を確保・育成することとして

おります。

「 」 、「 」しごとづくり では 産業振興と雇用促進
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「朝来市の強みを活かした観光創生」などを行う

ことによって 「安定したしごと 「やりがいの、 」

あるしごと」づくりを推進することとしておりま

す。

さらに「まちづくり」においては、地域自治協

議会や自治会などと連携・強化を図りながら 地、「

域の主体的なまちづくりを進める とともに 朝」 、「

来市の魅力を発信 「広域連携」を行いながら、」

地域の活性化を図ることとしております。

そして、この「ひと 「しごと 「まち」の好」 」

循環によって人口減少を食いとめ、次世代につな

がるまちづくりを進めようと考えております。

また、朝来市では 「朝来暮らし、はじめませ、

んか」という田舎暮らしガイドを作成し、住みた

いまちに住めるよう支援制度も充実したガイドと

なっておりますと強調、中でもあさご暮らし体験

住宅では、月３万円で１カ月から12カ月まで入る

ことができ、家電製品や家具など生活に必要な設

備が備えつけられた１戸建ての住宅であります。

すぐにでも生活ができるスタイルとなっておりま

す。借りている間に就職活動や住まい探しの拠点

などに利用できることとなっております。

住まい探しは、空き家バンク制度があり、市内

にある空き家を有効利用するため、市内の宅地建

物取引業者と連携して空き家の紹介を行っており

ます。住宅を新築、購入される方には、最大90万

円の補助、空き家を購入され、リフォームする方

は最大70万円補助、空き家、空き店舗などを利用

して事業を始められる方には最大200万円補助、

ほかにも子育て支援、婚活、ＵＩＪターンサポー

ト、ＩＣＴサテライトオフィス進出支援等充実し

ております。住みたい田舎全国１位の風格が漂っ

ております。

さて、当市でも朝来市に負けないむつ市まち・

ひと・しごと創生総合戦略が策定されておりま

す。むつ市の総人口は、1985年、昭和60年に７万

、 、1,857人でピークを迎え その後一貫して減少し

2020年、平成32年には４万1,599人にまで減少す

ると推計されており、2010年、平成22年と比較す

ると１万9,467人減少するとされております。

この急速に進行する人口減少及び高齢化に対応

するため、本市における人口の現状と将来の姿、

そして今後目指すべき将来の方向性を提示するむ

つ市人口ビジョンを踏まえ、具体的な施策をまと

めたのがむつ市まち・ひと・しごと創生総合戦略

であります。基本理念として 「まち・ひと・し、

ごとの創生を確かなものにするため 「しごと」、

が「ひと」を呼び 「ひと」が「しごと」を呼び、

込む好循環を確立することで、本市への新たな人

の流れを生み出し、そして、この好循環を支える

「まち」に活力を取り戻す」としております。

また、むつ市まち・ひと・しごと創生総合戦略

の基本目標として、１ 「地域に活力 しごとあ、

ふれる希望のまち 、２ 「あふれる魅力 ひと」 、

があつまる 希望のまち 、３ 「かがやく未来」 、

子どもはぐくむ 希望のまち 、４ 「誇れるふ」 、

るさと こころ安らぐ 希望のまち」を設定して

おります。このすばらしい基本理念、基本目標を

現実に実現していくためのさまざまな支援制度を

考え実行している今現在でございます。

今現在の支援制度をわかりやすく説明したむつ

市田舎暮らしガイドをつくり、全国の田舎暮らし

を考えている方々にアピールすべきと考えるとこ

ろであります。

以上のことを踏まえ、質問に入ります。

、 。まず 空き家の活用促進についてお伺いします

当市においても、少子高齢化や核家族等が相まっ

て、住居の移転等で空き家が増加しております。

特定空家を除いて、まだ住めるような空き家に対

してどのような考えなのか、また空き家バンク制

度に関してどのように考えているのか、市長のご

所見をお伺いします。
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次に、多世代同居等住みかえについてお伺いし

ます。朝来市では、多世代同居等住みかえ支援事

業として、世代間で支え合いながら生活する多世

代家族の形成を促進し、子育て支援、高齢者の独

居減少及び家族の支えによる女性の就業支援等を

目的として、２世代以上の同居、隣居、また近居

に要する費用の一部を最大10万円補助という制度

があります。当市では、多世代同居等に関しての

施策があるのかお伺いします。

次に、移住起業者支援についてお伺いします。

朝来市では、空き家や空き店舗を利用して事業を

始められる方には最大200万円の補助、これは起

業に要する費用の一部を補助とあります。当市で

は、空き家や空き店舗を利用して移住し、起業し

たい方に対してどのような施策があるのかお伺い

します。

、 。次に 地域おこし協力隊についてお伺いします

地域おこし協力隊については、過去も何度か質問

いたしました。朝来市に行って、地域おこし協力

隊はすばらしいと話を聞き、再度質問することと

しました。

地域おこし協力隊の狙いは何か。総務省におい

て、自然と共生を基本としてきた我が国の歴史、

文化に基づき、豊かな自然環境を守りながら活力

ある地域社会を形成するために新たに地域力創造

プラン、自然との共生を核としてのプランを平成

20年12月19日に発表しました。このプランにおい

ては、第２番目の柱として、地域連携により自然

との共生の推進を図ることとしております。その

取り組みの一つとなる地域おこし協力隊は、人口

減少や高齢化等の進行が著しい地方において地域

外の人材を積極的に誘致し、その定住定着を図る

ことで意欲ある都市住民のニーズに応えながら、

地域力の維持、強化を図っていくことを目的とす

る取り組みであります。

総務省は、隊員１人につき報償費等原則200万

円、上限400万円を財政支援しております。事業

推進に当たっての留意事項については 「地方自、

治体は、地域おこし協力隊員の活動が円滑に実施

されるように複数人の受け入れを同時に行うとと

もに、地域おこし協力隊員が地域協力活動を終了

した後も定住・定着できるように地域おこし協力

隊員に対する生活支援・就職支援を同時に進める

ことが有効である。また、地域おこし協力隊員の

意向を尊重し、関係する各機関や住民等とも必要

な調整等を行ったうえ、あらかじめ地域協力活動

の年間プログラムを作成し、地域協力隊の全体を

コーディネートするなど、責任を持って地域おこ

し協力隊員を受け入れることが求められる。その

他地域おこし協力隊員の活動が円滑に実施される

ように、必要な研修の実施、地域との交流の機会

の確保などに配慮することが重要であり、地域お

こし協力隊は地方公共団体が自主的、主体的に取

り組むものであり、総務省はその取り組み実績を

事後的に調査のうえ財政上の支援措置を講ずるも

のである。したがって、国に対する事前の申請等

特段の行為は要しません」とあります。

朝来市では、毎年２名から３名募集しておりま

す。ことしも３名募集したところでありますが、

当市においても先ほどの留意事項にもありました

が、地域おこし協力隊員の活動が円滑に実施され

るように、複数の受け入れを同時に行うよう、２

名から募集していただきたいと考えますが、市長

のご所見をお伺いいたします。

質問の第２、無電柱化の推進についてお伺いし

ます。電線の地下埋設など、計画作成を国に義務

づけ、無電柱化推進法が成立いたしました。計画

には、電柱の新設抑制や撤去に向けた目標を盛り

込むことと、政府に対し、財政、税制上の措置を

求めていることが柱であります。

我が国には、3,500万本を超す電柱があり、毎

年７万本のペースでふえ続けております。ロンド



- 84 -

ンやパリ、香港では100％の無電柱化を実現して

いる反面、日本の無電柱化率は最も整備が進む東

京都でも５％弱とおくれております。法整備を契

機に予算確保や政策推進で対策を加速させていた

だきたいところであります。

電柱や電線は、大規模災害時、避難や援助、復

旧に支障を来します。東日本大震災では、５万

6,000本以上が倒壊し、被災者や緊急車両の通行

を妨げ、台風や竜巻が列島を襲うたびに被害が発

、 。 、生し 大規模な停電も頻発しております 一方で

8,000本以上の電柱が倒壊した阪神・淡路大震災

では、激しい揺れに見舞われた神戸地区における

地中の電話回線の被害が、電柱などにかかるケー

ブル線の約80分の１だったとの報告、無電柱化が

防災上大きな意義を持つことは明白であります。

歩道の拡幅による交通事故の防止やバリアフリ

ー化の推進、景観の改善の面でもメリットが大き

い。にもかかわらず、電線の地中化が進まない最

大の要因は、高いコストであります。工事費は、

国や自治体、電力、通信会社などが負担するが、

１キロメートル当たり約５億円と、電柱に比べて

10から20倍かかるとされております。そこで、国

は低コスト化に力を入れ、電線を地中に埋める深

さの基準を交通量に応じて浅くしました。また、

自治体も官民が連携し、知恵を絞ってさらなる低

コスト化を進めていってほしいと訴えておりま

す。

以上のことを踏まえ、質問いたします。無電柱

化の推進に関する法律が施行されたからには、当

市においても無電柱化推進計画、いずれは策定す

ることになります。当市の最大の祭り田名部まつ

りでは、運行上電線が邪魔な箇所、例えば本町周

辺等あります。また、歩道の狭い箇所に電柱があ

り、邪魔な箇所も多々あります。特に当市の最大

の祭り田名部まつりでは、運行上、電線が低く垂

れ下がっているところでは電線を押し上げ、山が

通り過ぎるまで押し上げていなければならない。

。 、それも両端で押し上げなければなりません また

山が通り過ぎるまでの間に電線が垂れ下がってい

れば、別の電線上げする人が必要で、結局電線上

げする人は何人も必要になるわけであります。ま

、 。た 山は動き始めれば簡単にとめることは難しい

もし電線に引っかけ、そのまま動けば電線を切る

可能性があり、とても危険であります。田名部ま

つりが安心安全に運行できるように、また昨年は

台風で数多くの被害も発生しております。災害の

防止や円滑な交通の確保のために無電柱化を推進

する考えはないか、市長のご所見をお伺いいたし

ます。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 菊池光弘議員のご質問にお

答えいたします。

、 、まず 定住促進事業についてのご質問の１点目

空き家の活用促進についてお答えいたします。現

在当市における空き家に関する状況といたしまし

ては、総務省統計局による平成25年住宅土地統計

調査では、賃貸や売却用も含めて空き家戸数が

4,650戸、総住宅数２万8,560戸に対して空き家率

が16.3％となっており、全国平均の13.5％、青森

県平均の13.8％より高い数値となっております。

また、市がこれまで町内会や市民の皆様からの

情報提供により把握している危険な空き家は、平

成24年度では40戸、平成28年度の調査では、２月

１日現在124戸と増加傾向にあります。これらの

現状に加え、人口減少、少子化、世帯数の減少か

らすれば、さらなる空き家の増加が懸念されると

ころであります。

当市におきましては、生活環境に影響を及ぼす

空き家への取り組みのため、平成24年12月にむつ

市空き家等の適正管理に関する条例を制定したと
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ころでありますが、平成26年11月、空家等対策の

推進に関する特別措置法が公布され、適切な管理

が行われていない空き家等に関して、法に基づい

て対策を進めることが可能となりました。

市といたしましても、空き家撤去だけの考え方

だけでなく、コンパクト・プラス・ネットワーク

と光のアゲハがいつまでも輝き続けることを目指

し、先日公表いたしました立地適正化計画と整合

させ、まちづくりについての視点を加えた空き家

等対策計画を平成29年秋ごろまでに策定すること

とし、現在業務を進めているところであります。

議員ご質問の空き家の活用促進についてであり

ますが、生活環境に深刻な影響を及ぼしている空

き家等への対応方法のほか、利活用に向けた取り

組み方法、また空き家空き地バンクなどについて

計画に盛り込むものとして検討しておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、多世代同居等住みかえ

についてお答えいたします。定住促進の方策とし

て、Ｕターン等による多世代同居を促すため、住

宅のリフォーム費用や引っ越しにかかる費用を補

助してはどうかとのご質問であります。多世代が

同居することで祖父母等の支援を受けやすくな

り、共働きでも安心して育児ができる環境が整う

ことや、家族で住むことによって高齢者の方々が

安心や生きがいを得、健康寿命を延伸するといっ

た効果が期待されますが、一方で一定の財政負担

を伴うこととなります。

多世代同居のためのリフォーム費用や引っ越し

費用の補助につきましては、今後調査研究してま

いりたいと考えておりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

次に、ご質問の３点目、移住起業者支援につい

てお答えいたします。むつ市では、平成27年度よ

り下北５市町村が連携して、産業競争力強化法に

基づく下北地域広域創業支援事業計画を策定し、

年間延べ76名の創業相談と、年間18件の創業実現

を目標に創業支援に取り組んでおります。

例えばＵターン、Ｉターンで下北に戻ってきた

方が一つの選択肢として創業を目指そうとする場

合には、ワンストップで創業支援を行う体制も整

えており、平成27年度からこれまでの移住者から

の相談件数は延べ15件あり、そのうち３人の方が

起業しております。

また、青森県の事業でありますが、首都圏や大

、 、 、阪 名古屋 仙台周辺にお住まいで青森県内にＵ

Ｉ Ｊターン創業を考えている方を対象とした あ、 「

おもりＵＩＪターン創業相談会」が行われており

ます。既に移住された方で、例えば３年以内に創

業しようとする方を対象とした支援については、

地元で生まれ、地元で育ってきた方が創業しよう

とする場合との公平性や政策的位置づけを含め、

移住起業者への支援を調査研究してまいりたいと

存じます。

次に、ご質問の４点目、地域おこし協力隊につ

いてお答えいたします。この制度は、地方の自治

体が都市地域からの移住者を受け入れ、地域ブラ

ンドや地場産品の開発、販売、ＰＲ等の地域おこ

しの支援や農林水産業への従事、住民の生活支援

などの地域協力活動へ寄与していただきながら、

その地域への定住定着を図るものであります。

過疎、山村、離島などの地理的な要件に該当す

る地方自治体が活用する場合には、経費の交付税

措置がとられることもあり、多くの地域で受け入

れが検討されているものと認識しております。

平成21年度の制度開始当初の実施状況は、受け

入れた自治体は31で、隊員の人数は89名でありま

したが、平成27年度実績では673自治体で、合計

2,625名の隊員が採用され、地域おこし協力隊が

全国的に活用されていることが見受けられます。

青森県内の状況につきましては、平成27年度で

は10市町村が採用しており、弘前市では弘前大学
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が地域おこし協力隊の隊員と連携、サポートする

形で地域住民の方々と会議を行ったりイベントの

企画を手がけたほか、南部町では隊員がＳＮＳを

用いて地域の特産品である菊の花のＰＲや商品開

発、販路の開拓を行っております。

このように全国的な広がりを見せている地域お

こし協力隊ではありますが、この制度をうまく活

用し、ご応募いただいた方が最大限力を発揮でき

る環境とするためには、その地域の自治体を初め

住民の方々の受け入れ態勢の整備や隊員の活動と

自治体が描くビジョンの方向性とのマッチングが

不可欠であり、住民、自治体、そして地域おこし

協力隊の３者が一体となって連携することが求め

られます。

当市においては、例えばジオパーク活動の推進

等大きな事業を実施する場合には、ジオパーク推

進員という形で外部から専門分野の人材を採用し

ておりますし、また平成29年度からの市職員の採

、 、 、 、用においては 新しくＵ Ｉ Ｊターン枠を設け

即戦力となる人材の確保に努めているところであ

ります。

そのうえで、地域ブランドの開発、販売、ＰＲ

等、地域おこし協力隊の活動が求められることと

なり、かつ地域の力をより高めるために必要であ

ると判断できる場合には、今後採用を検討してい

くものであると考えておりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

次に、無電柱化の推進についてのご質問につき

ましては、担当部長からの答弁といたします。

〇議長（浅利竹二郎） 建設部長。

〇建設部長（吉田 正） 無電柱化の推進について

のご質問の１点目、本町周辺の無電柱化について

及びご質問の２点目、国道沿いの狭い歩道の無電

柱化については、関連がありますので、一括して

お答えいたします。

昨年12月に災害の防止、安全かつ円滑な交通の

確保、良好な景観の形成等を図るため、無電柱化

の推進に関する法律が定められたところでありま

す。この中で国の責務等に関し、地方公共団体は

地域の状況に応じた施策を策定、実施、事業者に

おいては道路上の電柱の設置抑制や技術開発、ま

た国民においては無電柱化への理解と関心を深

め、施策に協力するなどが示されております。

無電柱化は、災害時の電柱倒壊による道路交通

網の閉鎖や断線による漏電火災の抑制等、防災性

が高まるとともに、日々の生活を考えても、歩行

者や車椅子が通行しやすくなり、まちの景観も向

上するほか、田名部まつりや大湊ネブタの運行の

利便性が向上するなど多くの利点がある一方で、

地上に電線類を設置するのに比べて約10倍以上と

多額な費用を要することや、インターネット等の

通信事業者、さらに電力自由化に伴う供給事業者

の多数化による管路占用料設定額の複雑化等懸念

されるところであります。

このようなことから、現在当市では無電柱化の

計画はございませんが、将来に向けた無電柱化へ

の取り組みにつきましては、防災対策、景観の向

上等、まちづくりの観点からも今後研究していく

必要があるものと考えておりますので、ご理解賜

りたいと存じます。

〇議長（浅利竹二郎） 11番。

〇11番（菊池光弘） 答弁ありがとうございます。

では、再質問のほうに移りたいと思います。

まず、空き家の活用促進についてお伺いいたし

ます。当市では、空き家バンクはまだ今のところ

考えていない、またこれから空き家に対しても使

える空き家は修理して使っていきたいような趣旨

でありました。

今空き家対策に対しては、当市ではコンパクト

シティの観点も踏まえた、またアゲハ夜景を含め

た景観も考えているということで、かなり考えて

。 、いることはすばらしいと思います しかしながら
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空き家対策に対しては、各町内会なんかでも、ネ

ットを見ると、市でアンケートをとったのがあり

ますけれども、その中でやはり空き家を使えるよ

うにしてほしい、使えないのは、すぐ壊してほし

いというようなアンケートがたくさんありまし

た。そして、やはりその空き家を活用して売れば

いいではないかとかもあります。

朝来市の例で言いますと、空き家バンクを利用

して、また定住促進に向けた、市で空き家を改修

して、そこに一時的に住めるようにして、１カ月

３万円で貸したりするようなものもつくっており

。 、 、 、ます これは 当市においても１棟 ２棟建てて

そういうふうに住んで暮らせるように、体験する

体験住宅を進めていってもらいたいなと思ってお

りますけれども、市長、どうでしょうか。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

市の住宅政策にかかわることですので、少し整

理をしてお話しさせていただきますと、まず市の

住宅政策の第一は、低所得者向け住宅ということ

で市営住宅を、これ提供しているということがご

ざいます。そういった中で、これからこの市営住

宅のあり方も考えていくということなのですけれ

ども、少し踏み込んでその点をお話しさせていた

だければ、例えば高齢者向けにするだとか、ある

いは多世代が交流できるような住宅にするですと

か、あるいは若い世帯の方々が入れるようにする

ですとか、そういったことをこれから考えていか

なければいけないですし、この問題の一番重要な

点は、民業を圧迫してはならないということなの

です。民業を圧迫しないような形で公共住宅を提

供していくということだと思っています。

その観点からいけば、例えば今こういう住み方

を提案してはどうかということの仮に需要がある

とすると、もうそれは既に民間のほうで提供され

ているような話だと私は認識しています。ですか

ら、そこをあえて我々のところで提案するような

形ではないのではないかなというふうに感じてい

るというか、そういうふうに考えているところで

す。

そして、先ほどちょっと誤解があるようですけ

れども、私の答弁としては、空き家空き地バンク

については、これは計画に盛り込むということで

今後やっていくということですので、その点は重

ねてご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（浅利竹二郎） 11番。

〇11番（菊池光弘） ありがとうございます。本当

にこういうものもちょっと盛り込んで考えていっ

てもらいたいと思います。

次に、多世代世帯についてお伺いします。私も

こっちに帰ってくるときにＵターンフェアがあり

まして、こっちの就職先の方と面接して、新鋭産

業のほうに入ることができたのですけれども、こ

っちに帰ってきて、私の場合は親が倒れて、急遽

親の面倒を見るような形で帰ってきました。今若

者が結婚して一回親元を離れる、多世帯になるの

、 、 、ですけれども そういう人たちは 子供ができて

子育てが大変だということになると、また親と一

緒に生活したほうが今後利点がたくさん出てきま

す。そういう観点からも、一緒に２世帯、３世帯

暮らすような生活スタイルというのがこれからま

た考えなければならないような世の中になってく

ると私は考えております。そういう中で、ちょっ

とした支援とか、そういうようなのを市で考えて

いるならば教えてもらいたいと思います。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

これも先ほど答弁させていただいたとおりであ

ります。菊池光弘議員がおっしゃるように、多世

代同居というスタイルがこれから社会のニーズに

ふさわしい形になってくるのではないかという問

題意識については、私もそのとおりだというふう



- 88 -

に思いますけれども、ただ多くあるさまざまな支

援の中で、それに特化して今補助をするというこ

とは現時点では考えておりませんので、その点に

ついてはご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（浅利竹二郎） 11番。

〇11番（菊池光弘） そのとおりだと思います。で

、 、きれば ある程度支援も行っていってもらいたい

このように思います。

次に、移住起業者支援についてお伺いしたいの

ですけれども、当市において３月２日にむつ市創

業相談ルームというのをネットで見て、たまたま

自分が市民相談された中で、自分の技術を生かし

て創業したいというふうな人がいまして、すぐこ

こに相談をするように言ったのですけれども、当

市としてもいろいろ創業に関して、こういうふう

なアイデアを出して実行しているということはす

ごいことだと思っております。本当は、創業した

くて創業を考えている人は、まだまだたくさんあ

ると思いますので、今３月２日にこういうものが

発表されましたので、市民もかなり喜んでいるの

ではないかと考えております。

それに対しての再質問はありません。これから

もどんどん続けていってもらいたいなと考えてお

ります。

次は、地域おこし協力隊員についてなのですけ

れども、今回私一般質問で、このことだけはやは

り強力に進めていってもらいたいなと思って一般

質問しております。

地域おこし協力隊員というのは、自分で何かや

りたい、また地方に行って何かをやりたいのだと

いう希望を持って、夢を持っている人が多いと思

うのです。そういう中でそういう隊員が来たら、

あなたはもう何でもできるのだというふうな目で

見るのではなくて、３年かけて成功させていくよ

うなスタイルに持っていくようなものだと感じて

おります。いろんな体験、あれを見ていると、成

功した人たちも結構あります。

当市で今一番必要なのは観光問題とか６次産業

化とか、そういうふうなのが求められるもので、

地域おこし協力隊員が欲しいような感じで私は今

質問するのですけれども、観光また食品に関して

も、６次産業化に関しても、例えば一球入魂かぼ

ちゃとかアピオスに力を入れております。そうい

う地域おこし協力隊員にその農家の人と一緒につ

くらせる、一球入魂かぼちゃ、アピオスなど。つ

、 。くらせた結果 やっぱりうまいというのがわかる

それを６次産業化に進めていくにはどうすればい

いのかというふうなもので、その人たちは考えて

いくと思うのです。また、そういうことで自分の

仕事としてここに生きていくのだというふうな形

で残して、自分らもそこに定住する方々が多いの

です。そういう方々が、むつ市に来たいと思って

、 、いても 募集がかからなければ来ることはないし

やはり募集をかけてみて、それから始まることだ

と思います。

そういう人たちを募集しない、今現在まで募集

しなかったというのは先ほどの答弁の中の事情で

はわかりましたけれども、まず複数人、２名でも

募集していけば、結果はおのずと後から出てくる

と思うし、３年後に、その１年、２年、３年まで

が働く期間なので、それを生かして進めていって

、 、 。もらいたいと思いますが 市長 どうでしょうか

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

地域おこし協力隊という制度、これ私も菊池光

弘議員と同様に大変すばらしい制度だというふう

に認識をしているところであります。そして、何

よりも恐らくこの議場にいられるほとんど全ての

方が、一旦は外に出て戻ってこられているので、

ある意味みんなが地域おこし協力隊と、そういう

イメージも私自身は持っています。

そして、先ほどの答弁の中で私こういうふうに
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申し上げました。全国的な広がりを見せている地

域おこし協力隊ではありますが、この制度をうま

く活用し、ご応募いただいた方が最大限力を発揮

できる環境とするためには、その地域の自治体を

初め住民の方々の受け入れ態勢の整備や隊員の活

動と自治体が描くビジョンの方向性とのマッチン

グが不可欠であり、住民、自治体、そして地域お

こし協力隊員の３者が一体となって連携すること

が求められますというふうなことでお答えをして

います。この真意は、まさに今提案していただい

た、例えば一球入魂かぼちゃですとかアピオスと

かをやったほうがいいのではないかという思いが

菊池光弘議員はあるということです。

ところが、我々そういうお話を、その生産者か

らは聞いてはないわけです。実際にそういう生産

者の方々とか、そういう取り組まれている方々が

地域おこし協力隊の協力を得たいというお話があ

って、それについて初めて私たちがそれに応募を

かけて、そしていろんな条件がその中でもあると

思いますけれども、その条件がマッチングした方

が来て、やっと初めて活躍できると。そういう流

れになるというふうに思っておりますので、そう

いった地域おこし協力隊が必要だという声が我々

からだけではなくて、やはり地域の方々からあっ

た場合には、これをしっかりと推進していくとい

うことだと思っておりますので、それは先ほど私

が答弁した中でもそのようなことを言っておりま

すけれども、今後採用を検討していくという趣旨

はそういったところでございます。

以上です。

〇議長（浅利竹二郎） 11番。

〇11番（菊池光弘） 本当に自分も勘違いしていた

部分があると思います。受け入れ態勢が整備され

ていて、ここで必要だから募集するのだという今

市長の答弁でした。私は、来てからその人が、そ

の人に合う何かを探すのはその１年目、来て初め

から何ができるかわからない人に何しろというふ

うなものではなくて、来て、あなた、来たのだか

ら、むつ市のいいところをずっと見てこいと、１

カ月でも見てこいと。そういうような形で、むつ

市のいいところを探したうえで、その人が、ああ

これをやりたいのだというふうに思って自分が進

んでいくのが地域おこし協力隊員だと思っており

ました。そういう人も多分いると思っているので

す。ただ、こういう事業をしたいのだ、では一球

入魂かぼちゃをつくりたいのだといって募集をか

けて、そういう人がすぐ来るかといったら、私は

そうではないと思うのです。だから、来なかった

ら、その年またなくなってしまうというか。やっ

ぱりむつ市に住みたいのだけれども、何していい

かわからない人という、その隊員の中でもそうい

う人がいると思うのです。ただ、何かしたい、ま

ちのために何かしたいというのが地域おこし協力

隊員だと私は思っておりました。でも、今市長の

考えもそうなのかなと思いながら、でもまず募集

をかけて何人応募が来るのか、やってみなければ

、 、わからないのではないかと私は考えますが 市長

どうですか。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 今菊池光弘議員の中でご発

言があったと思うのですけれども、むつ市に住み

たいのだけれども何をしたらいいかわからないと

いうような方は、恐らく仕事を探すのも非常に大

変で、結果的にその方が本当に地域おこし協力隊

員として特別な仕事ができるかというと、私はそ

れは疑問に思います。ですから、まずは地域おこ

し協力隊員だとしても、特別の何かの経験やスキ

ルを持っている方、それが生かせる環境がむつ市

にあること、そしてその環境を求める人たちがい

ること、その３者がしっかりマッチしたときにこ

の制度を推進するということになると思います

し、まさに弘前がそういう事例で進めていると私
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は認識しています。

〇議長（浅利竹二郎） 11番。

〇11番（菊池光弘） わかりました。

今国では、3,000人を目標としておりました。

この年、今年度時点で二千六百何人でしたか、そ

ういうような感じなので、3,000人にもあともう

少しというふうになっております。これがずっと

続くかという国の考えなのかはまだわかりません

けれども、3,000人は地域おこし協力隊員をふや

していくのだという国の方針でありますので、な

るべく早くそういう募集をかけてもらいたいなと

思います。

次に、無電柱化の推進についてお伺いいたしま

。 、 、す 無電柱化の推進は この間決定されたもので

計画とか立てているような状態ではないのですけ

れども、また無電柱化に関してはお金もかなりか

かるということなので、すぐにやってほしいとい

うようなものではないのですけれども、でも石川

県金沢市の例を挙げますと、電線を建物の軒下に

設置する方式など効果的な手法を採用し成果を上

げている、こうしたモデルケースを全国的に広げ

ていってはどうかというふうに、国でも何かモデ

ルになるようなものが欲しいなというふうなもの

なのですよね。

やはり国土交通省のあれです。市長は、こうい

うものを考えるのがすごく得意ではないかと思っ

て、今また早くこういうようなのを作成すれば、

モデルケースとしてまたむつ市が有名になってい

くのではないかと思って今回一般質問しましたけ

れども。

でも無電柱化が必要なのは、田名部まつりなん

かは、本当にむつ市にあれだけ人が来るのかとい

うぐらい来ます。そういう中で、電線が邪魔で運

行に支障を来すとか、電線が切れてしまったとい

う事故があったとすれば運行できなくなるよう

な、そういうふうなことになりかねないと思いま

すので、なるべく早く計画を立て、またモデルケ

ースになるように官民挙げて知恵を絞っていって

もらいたいなと考えます。

以上で一般質問を終わります。

〇議長（浅利竹二郎） これで、菊池光弘議員の質

問を終わります。

ここで、昼食のため午後１時15分まで休憩いた

します。

午前１１時５９分 休憩

午後 １時１５分 再開

〇議長（浅利竹二郎） 休憩前に引き続き会議を開

きます。

◎工藤祥子議員

〇議長（浅利竹二郎） 次は、工藤祥子議員の登壇

を求めます。４番工藤祥子議員。

（４番 工藤祥子議員登壇）

〇４番（工藤祥子） 日本共産党の工藤祥子です。

むつ市議会第231回定例会において一般質問を行

います。

国会では、2017年度の予算案が衆議院を通過し

ました。東京新聞では「アベノミクスの陰り 、」

朝日新聞では「安倍色事業は上積み」などと政権

の行き詰まりと軍事偏重を指摘しています。

、 、１つ目の特徴として 第２次安倍政権発足以来

５年連続で軍事費が増額され、５兆1,251億円と

過去最高額となっています。

、 、２つ目の特徴は 暮らしにかかわる予算の削減

抑制です。とりわけ医療、介護等の社会保障予算

、は高齢化の進展に自然増額分を1,400億円削減し

高齢者、現役世代にも負担増を迫っています。

さて、ことしは憲法施行70年の年です。明文改

憲へ向けての動きが活発化してきています。

2012年４月にまとめられた自民党の改憲案では、
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第９条の２項に「国防軍創設」と明記、また現憲

法第13条の前半部分、現憲法では 「すべて国民、

は、個人として尊重される」から「人として尊重

される」とし、後半部分の国民の権利について、

現憲法は「公共の福祉に反しない限り、立法その

他の国政の上で、最大の尊重を必要とする」と続

いていますが、改憲案では 「公共の福祉」を削、

って 「公益及び公の秩序に反しない限り」に置、

きかえるなど、平和主義と基本的人権の尊重とい

う太い柱が薄められようとしており、多くの方々

から警鐘が鳴らされています。地方議員の一人と

して、憲法を暮らしに生かすという立場で、憲法

施行70年のことし、多くの皆さんと手をつなぎ、

次の世代に受け継いでいきたいという決意を改め

て固めています。

さて、国際社会においても、障害のある方の権

利保障に向けた取り組みが進められ、2006年には

国連総会で障害者権利条約が採択されました。日

本も翌年の2007年に署名し、以降国内法の整備が

進められてきています。2011年には障害者基本法

改正、2013年には障害者差別解消法、2012年には

障害者自立支援法が改正され、障害者総合支援法

制定と続きました。この障害者総合支援法では、

基本的人権を共有する個人としての必要な障害福

祉サービスにかかわる給付に加え、地域生活支援

事業を総合的に行うとしています。

、 、むつ市では この障害者総合支援法に基づいて

第４期障害福祉計画を策定しています。先日、孫

が障害児童という知り合いの方と話す機会があり

ました。祖母に当たるその方は言うまでもなく、

若いママ、パパである父母も年齢を重ねていき、

その子が学校を卒業する18歳を超えたときの将来

不安を話していました。若い父母は、その子の障

害をしっかりと受けとめ、その子のことを地域の

方々に話せるようになった、話しているというこ

とを聞き、さまざまな葛藤、悩みを乗り越えた家

族の姿に心を打たれてきました。地域で支える体

制を、共生する社会をともに築いていきたいと感

じて帰ってきました。

そこで、１つ目として、福祉サービスの充実と

いうことで、障害者の生活支援について質問いた

します。むつ市のパンフレットなどを見ると、さ

まざまな事業所によるさまざまなサービスが書い

てありますが、今施設入所ではなく地域へという

方向で施策が打ち出されていますが、社会に出た

ときの受け皿は確立しているのでしょうか。むつ

市の現状と課題について答弁を求めます。

２つ目の質問、市民生活の安心についてという

ことで、公共交通の利便性について質問いたしま

す。政府は、2015年にお年寄りが運転しなくても

便利に暮らせる社会を目指して、高齢化、人口減

少などに対応するために2013年に制定された交通

政策基本法に基づく初めての白書を決定しまし

た。高齢ドライバーの免許返納率や死亡事故の割

合は増加傾向にあり、地域公共交通の充実は交通

安全上重要と指摘しています。また、国土交通省

は2014年に改正した地域公共交通活性化再生法

で、地域交通のネットワークの再編に取り組む事

業と、自治体、住民を支援する仕組みを整備しま

した。バス路線を効率化し、コストの低い小型バ

スや乗合タクシーで補うなどの計画をつくれば、

国が補助を手厚くする仕組みです。

各地で動きが始まっています。弘前市では、弘

前市公共交通会議を開き、弘前市地域公共交通再

編実施計画案を協議し、赤字額の特に大きい路線

について一部を予約型乗合タクシーに切りかえ、

各地域の拠点まで運行し、路線バスに接続する等

の計画素案をつくっています。鯵ヶ沢町では、路

線バスとスクールバスを統合するコミュニティバ

ス事業の準備を進めています。

むつ市の地方創生総合戦略では、立地適正化計

画による都市機能誘導区域、居住誘導区域を複数
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、 、定め また各分庁舎を中心に周辺拠点と位置づけ

それらが交通ネットワークで接続されるまちづく

りとしていますが、現状は公共施設、学校、病院

の集約化が速いスピードで進み、路線バスの利便

性は立ちおくれてきています。

川内と旧むつ市の沿線に住む方の声ですが 高、「

齢になり免許証を思い切って返納したため、緑ヶ

丘の今まで通っていた病院に行けなくなった。む

つ病院でバスを下車、緑ヶ丘まで歩けないので、

タクシーを頼んだり、親戚に電話したりしていた

が、むつ病院の眼科にかえた結果、混んで大変」

。 、 、 、と言っています 緑ヶ丘地域は 眼科 整形外科

小児科、歯科が集中して建っています。川内から

十二林の医療機関に治療とリハビリに来ていた方

も、送迎バスがなくなり、バス、タクシーと乗り

継いでいる、脇野沢からタクシーで来ているとい

う声も聞こえてきました。緑ヶ丘方面行きの路線

バスのルートをふやしていただけないか、ひとつ

答弁を求めます。

また、住宅地の集中が進み、人口密度の高い地

域でバス路線の通っていない地域もあります。今

定例会に提案されるむつ市総合経営計画による

と、地域公共交通網形成計画の策定を目指すとあ

ります。住民のニーズを酌み取り、またスクール

バス高校通学も踏まえ、ともに統合した地域ネッ

トワークの計画づくりをすべきと思いますが、い

かがでしょうか。

第３点目として、交通安全対策についてです。

大湊駅周辺の歩行者安全対策について伺います。

昨年大湊駅周辺で、歩行者２人の方が６月と12月

に事故に遭いました。大きな事故で、１人の方は

手術し、１カ月以上も入院しました。２人目の方

は、いまだに意識不明の状態と聞いています。大

湊駅前には道路を挟んで商業施設、銀行、郵便局

があります。ＡＴＭも郵便局、銀行２つと３カ所

、 。あり 特に年金支給日は混み合っているようです

緩いカーブとなっているため、大湊駅側からは特

に田名部方面から走ってくる車が見えにくく、本

当に危険です。１人の方は、商業施設から向かい

側に横断しようとして、またもう一人の方は、反

対側から横断しようとして事故に遭ったようで

す。その周辺は歩道がなく、また道路にラインを

引いているのですが、横断歩道の位置もわかりに

くいと思います。今後事故が起きないように対策

を立てるべきと考えますが、答弁をお願いいたし

ます。

以上が壇上からの質問です。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 工藤議員のご質問にお答え

いたします。

福祉サービスの充実について及び市民生活の安

心についてのご質問につきましては、それぞれ担

当部長から答弁をいたします。

次に、交通安全対策についてのご質問にお答え

いたします。大湊駅周辺の国道338号につきまし

ては、青森銀行大湊支店付近がカーブになってお

り見通しが悪いこと及び歩道がない場所であるこ

とから、通行の際には運転者の方も歩行者の方も

十分な注意を要する箇所であることは承知してい

るところであります。市といたしましては、大湊

駅周辺に限らず見通しの悪い箇所、信号機のない

交差点などでは交通規制標識の有無にかかわらず

細心の注意を払い、安全を確認することが原則で

すので、交通安全街頭活動等によりまして、交通

ルールの遵守、交通安全に対する意識の喚起、運

転者や歩行者のモラル向上について、関係機関と

連携のもとで呼びかけてまいりましたし、今後も

継続して取り組んでまいりますので、ご理解を賜

りますようお願い申し上げます。

〇議長（浅利竹二郎） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（畑中秀樹） 福祉サービスの充実
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についての障害者の生活支援についてのご質問に

お答えいたします。

まず、18歳以上の方に対する生活支援の現状と

課題についてでありますが、当市で障害福祉サー

ビスを行う主な事業所と利用人数につきまして

は、日中活動系サービスとして、一般就労を希望

する方に訓練等を行う就労移行支援が３事業所

25名、働く場を提供し、知識及び能力の向上のた

め必要な訓練を行う就労継続支援Ａ及びＢは９事

業所160名となっております。また、居住系サー

ビスとして、共同生活を営みながら日常生活の支

援を受けるグループホームは６事業所29名、さら

に訪問系サービスとしてホームヘルパーが自宅を

訪問し、家事や入浴等の支援を行う居宅介護は

16事業所で113名となっております。

これらの事業所が提供するサービスを障害者が

それぞれの状況に応じて利用していただいている

ところでありますが、自立するための訓練を受け

た方やひとり暮らしに不安を抱えている方などの

ためのグループホーム、あるいはホームヘルパー

訪問による居宅介護の利用ニーズが年々高まって

おりますことから、障害のある方が地域で安心し

て生活することができるよう関係機関との緊密な

連携のもと、サービスの充実を図っていかなけれ

ばならないと考えております。

、 、いずれにいたしましても 市といたしましては

障害者が住みなれたこのむつ市で安心して暮らす

ことができるよう、障害福祉施策の推進に一層努

めてまいりますので、ご理解を賜りたいと存じま

す。

〇議長（浅利竹二郎） 総務政策部長。

〇総務政策部長（川西伸二） 工藤議員の市民生活

の安心についてのご質問にお答えいたします。

ご質問は、路線バスについてのご質問かと存じ

ますが、路線の編成につきましては、バス事業者

の判断となります。バス事業者は、通院や通学を

最優先に運行ダイヤを作成しており、路線の編成

につきましては、需要や道路事情等を考慮したう

えで最終的にバス事業者の判断になるものと考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（浅利竹二郎） ４番。

〇４番（工藤祥子） それでは、質問に沿って一つ

一つ再質問していきたいと思います。

保健福祉部長のほうから、今さまざまなサービ

スの事業の説明がありました。確かにこのパンフ

レットをいただいて見ましたけれども、本当にび

っくりするくらい事業所がふえているということ

は私も感じています。しかし、多くの方が、この

サービスで今十分なのかどうかということです

が、先ほどの説明の中で、グループホームがまだ

不十分だということと、それからホームヘルパー

居宅サービスの需要が高まっているけれども、ま

だ不十分だというようなニュアンスの答弁でし

た。

そのことで私もちょっとお聞きしますが、介護

ヘルパーさんのサービスはわかるのですが、この

障害者の方へのサービスは、研修を受けた介護ヘ

ルパーさんによってサービスを受けられていると

いうことで、本当にサービスの質と言うと失礼か

もしれませんが、障害者の方々の悩みとか気持ち

とか、そのような皆さんの要求に沿って本当にで

きているのかなという不安は持っていますけれど

も、さまざまな事業所で努力を重ねているという

ことはそのとおりだと思います。今障害者をめぐ

る法律が本当に大きく変わってきています。地域

のほうでは、本当にそれに応えるために努力をし

ているということは私自身も施設の経営者の方か

らお話を聞いて感じています。

、 、そして 今グループホーム等が足りないという

そのような答弁がありましたけれども、そのこと

についてどのように解決策として考えているのか

ということです。保健福祉部長さん、お願いいた
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します。

〇議長（浅利竹二郎） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（畑中秀樹） グループホームの施

設整備について、どのように考えているかという

ご質問であったと存じますが、施設整備につきま

しては、私ども障害福祉計画というものを３年に

１回ずつ策定させていただいております。そうし

た中には、各社会福祉法人、いわゆる障害福祉関

係事業者の方々も参画して策定をしているわけで

ありますが、そうした中でどのようなニーズがあ

るのかを検討させていただき、それに基づいて施

設の整備について社会福祉法人を中心とした事業

者の皆様にご協力をいただくということで今後は

施設整備を進めてまいりたいと、このように考え

ております。

〇議長（浅利竹二郎） ４番。

（ ） 、〇４番 工藤祥子 今答弁がありましたけれども

さまざまな事業を行っている方がむつ市地域自立

支援協議会という形で会議を開いているというお

話も聞きましたが、その構成メンバーとか、１年

に何回会議を開いているのか、どのようなことで

会議を進めているのかということもお聞きしたい

と思います。

〇議長（浅利竹二郎） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（畑中秀樹） お答えいたします。

むつ市地域自立支援協議会の役割についてであ

りますが、多様化した障害者の相談に対応し、保

健、福祉、医療等の各種サービスの総合的な調整

を図るため、平成19年４月に設置したものであり

まして、障害福祉に関する情報の提供及び助言、

保健等サービスを必要とする障害者個々の具体的

処遇方策の樹立と保健等サービス提供機関に対す

るサービス提供の調整を担うものでありまして、

協議会の組織につきましては、障害福祉サービス

事業者、相談支援事業者、保健、医療、福祉関係

者、障害福祉に関する学識経験者、行政関係機関

の職員を委員として９名で構成しているところで

あります。

以上でございます。

〇議長（浅利竹二郎） ４番。

〇４番（工藤祥子） そして、このむつ市地域自立

支援協議会、この施設の状況を見ますと、旧むつ

市に集中しております。周辺の障害者の方々が利

用できているのかどうかということも本当に私は

心配いたします。

また、それから障害者の親は、本当にいつまで

も元気でいるわけではないので、グループホーム

等が足りないという問題で、この協議会等の中で

問題になったことがあるのでしょうか。そのこと

もお聞きしたいと思います。

〇議長（浅利竹二郎） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（畑中秀樹） 冒頭の答弁で申し上

げましたとおり、施設利用のニーズが高まってい

ることでもありますし、委員の中からは少し足り

なくなってきているのではないかというご意見は

。 、頂戴してございます そうした意味も含めまして

次期の第５期の計画となりますが、その中で施設

整備をどのようにしていくのか、この自立支援協

議会の意見を踏まえたうえで、策定委員会の中で

検討させていただきたいと存じます。

〇議長（浅利竹二郎） ４番。

〇４番（工藤祥子） むつ市地域自立支援協議会の

中でさまざまな今意見が出ているということを伺

いましたけれども、やはりこの協議会とともに市

の役割は決定的に重いものがあると思います。

今第４期障害福祉計画が平成27年から平成29年

度にわたって今行われようとしています。今はま

だ中間報告もちょっと無理かと思いますけれど

も、この計画についてお聞きしたいと思います。

障害者基本法に基づいて障害福祉施策全般の基本

的な指針、これがつくられて、そして障害者総合

支援法に基づいて障害福祉計画がつくられていま
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す。そして、掲げた目標に対する検証と見直しを

するということが求められていますが、現時点で

のむつ市の考え方、取り組みの決意をお知らせく

ださい。もう一つこの中に、私は危惧する問題が

あるのです。今大きな流れとして障害者の方も施

設入所から地域への移行を進めるということが目

標として出されています。この第４期の基本計画

を見てみますと、本市における地域移行の目標と

して、平成29年度末までに施設入所からグループ

ホームへ移行するものの数の目標として19人とい

う数字が出ています。グループホームが足りなく

、 、て そして家族で親が高齢化になっているという

そのような現状を踏まえて、このような目標はど

うなのか、私は本当に危惧を持っています。確か

に国の大きな方針のもとでこのような計画を立て

られたと思うのですが、障害者の一人一人の実情

に沿って、この計画をただ目標を達成するという

ことではなく進めていただきたい、障害者の立場

に立った福祉行政を行っていただきたいという意

味も含めて、あわせてむつ市の姿勢、構えを聞き

たいと思います。

〇議長（浅利竹二郎） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（畑中秀樹） ご質問にお答えいた

します。

まず、第４期計画についての中で、居宅を進め

ていくということについていかがなものかという

ようなご意見だったようにも思いますが、私ども

といたしましては、障害のある方々が社会の中で

自立した生活をしていけるような社会づくり、地

域づくりというか、そういうものを目指している

ということで、こういった計画となっているわけ

でありますが、現実問題としては、なかなか社会

資源が乏しい中で、それが実現できるのかどうか

と言われれば、まだまだ難しいところがあるかと

存じます。そういった意味では、長期的な視点で

もって施設整備も含めながら、障害のある方々が

地域の中で自立して、あるいは自らの生活をきち

んと生きていけるような形をとっていきたいな

と、このように考えております。

また、第５期計画策定の中で、こういったとこ

ろも含めて検討していくわけでありますが、委員

の皆様からのご意見もそうですけれども、実際の

当事者でございます障害のある皆様、あるいはご

家族の方々からのご意見も十分に反映させた計画

としていく所存でございますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

〇議長（浅利竹二郎） ４番。

〇４番（工藤祥子） グループホームに関しては、

青森に住んでいる方からもグループホームがむつ

市では足りないので、青森のほうに住所を移して

青森に来ているという、そのような声も聞いてい

ます。グループホーム、この増設について、協議

会及び市の計画としても前向きに進めていただき

たいと思っています。

障害者の皆さんは、アパートを借りるにしても

保証人がなかなか見つからないという声も聞いた

ことがあります。どうか障害者の生活に寄り添っ

て計画をつくっていただきたい、まずこの問題は

このことを訴えまして終わります。

、 、そして もう一つの大きな受け皿ですけれども

雇用支援についてお聞きしたいと思います。障害

者の雇用の促進等に関する法律では、事業主に対

して、その雇用する労働者に占める身体障害者、

知的障害者の割合が一定数、法定雇用率以上にな

るよう義務づけています。民間の企業は2.0％、

国、地方公共団体等は2.3％等で、従業員50人以

上の事業者が対象となっています。平成25年４月

から改正となっています。むつ市役所はどのよう

になっているのでしょうか。障害者雇用率制度、

このうえで、むつ市役所の雇用の状況をお知らせ

願います。

〇議長（浅利竹二郎） 総務政策部長。
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〇総務政策部長（川西伸二） むつ市役所内の障害

者雇用の状況についてお答えいたします。

障害者の雇用につきましては、先ほど工藤議員

お話しのとおり、障害者の雇用の促進等に関する

法律に基づきまして、障害者雇用率に相当する人

数の身体障害者及び知的障害者の雇用をしなけれ

ばならないこととされてございます。この雇用率

を法定雇用率と申しますが、民間企業の場合は

2.0％以上、国及び地方公共団体の場合には2.3％

以上となってございます。これを当市役所に当て

はめた場合に計算いたしますと、８人以上の雇用

が必要ということになってございます。

当市役所における障害者の雇用状況は、平成

28年度当初につきましては雇用者数が６人であり

ましたが、平成28年12月31日現在では、雇用者数

が８人となってございまして、法定雇用率による

障害者の数は平成28年12月31日現在では満たして

いる状況となっております。

以上でございます。

〇議長（浅利竹二郎） ４番。

〇４番（工藤祥子） ハローワークに行きまして、

資料を私いただいてきました。これは、平成28年

６月の資料です。６月にハローワークにその雇用

率を報告しなければならないということになって

いるということで、これが６月の結果です。むつ

市は、1.63という雇用率になっております。12月

31日に雇用率を達成しているということですが、

雇用がふえたのでしょうか。この数字の違いにつ

いて説明をお願いします。

〇議長（浅利竹二郎） 総務政策部長。

〇総務政策部長（川西伸二） お答えいたします。

先ほどの私の答弁のほうで、現在８人の雇用が

あるというふうにご説明させていただいておりま

して、法定雇用率も達しているということでござ

います。

そうした中で、それがどうしてふえたのかとか

ということになりますと、個人のプライバシーと

いうことにもつながりかねませんので、お答えの

ほうは控えさせていただきたいと存じます。

〇議長（浅利竹二郎） ４番。

〇４番（工藤祥子） 明快な答弁がないということ

は、雇用者がふえたのではないというふうな私は

。 、受けとめ方をいたします ６月に雇用率が1.63で

そして12月31日に雇用率の達成があったというこ

とですが、新しく雇用がふえたのでしょうか、も

う一度お願いいたします。新規の雇用者があった

のでしょうか、それだけお答えをお願いします。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

雇用数が６人であったところが８人になったと

いうことの内容をご説明しますと、これは非常に

プライバシーにかかわる問題であるということで

ご理解いただきたいということで部長から答弁あ

りました。これ以上のご説明をしますと、それが

一体誰であるとか、どうしてそうなったのかとか

という話は直に個人のお話につながるということ

ですので、少なくとも今ご質問を受けて、何のご

質問だったかというと、雇用率達成していますか

どうですかという話です。我々達成していますと

いうことでお答えしているのですから、それ以上

の答えはございません。

〇議長（浅利竹二郎） 工藤祥子議員、この問題は

このくらいにして、次に移ってください。

〇４番（工藤祥子） 私は、多分新しく雇用したと

いうことではない、何かの事情であるということ

は察しいたします。

、 、 、それでは 私も配慮いたしまして この問題は

むつ市の雇用については、ここでやめますけれど

も、私がハローワークで聞いてきた状況を皆さん

にお伝えしたいと思います。

50人以上雇用している民間の事業者の達成率で

すけれども、あくまでも６月１日現在での調査で
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す。そして、公開は12月という集計結果によりま

すと、ハローワークむつ、その管内ということに

なりますと、むつ市だけではなく下北全体という

ことになります。むつ市に本社があって、そして

大間町とか佐井村とかに支社がある、そういう事

業所も入るということをまず前提に発表いたしま

す。

、 。50人以上の雇用の事業者は 26社あるそうです

そして、17社が達成し、残り９社が雇用不足とい

う結果になっているそうです。全県的に見ると、

青森県の中ではむつ市の民間の事業所は頑張って

いる、そのようなことを聞いています。

忘れました、もう一つ、むつ市の教育委員会の

達成率は未達成ですということも、私聞いてきま

した。

（ 何の意味だ、その意味は何だ」「

の声あり）

〇４番（工藤祥子） 意味がわかりませんか。パー

セントというのは、全体の従業員の数、これは健

、 、常者と障害者の合計人数 これを分母としまして

障害者が分子です。そして、何％雇用しているか

ということです。

（ それは教育委員会なの」の声「

あり）

〇４番（工藤祥子） はい。それが教育……

〇議長（浅利竹二郎） いやいや、工藤祥子議員…

…

〇４番（工藤祥子） いや、この方式なのです。む

つ市が６月の段階では1.63です。

〇議長（浅利竹二郎） 理事者に向かって質問して

ください。

〇４番（工藤祥子） はい。そして、教育委員会も

未達成ということです。そして、民間の事業者、

むつ市の場合は青森県内の中では頑張っているけ

れども、雇用していない会社が９社あるという、

このような状況にあるそうです。

（ それが、教育委員会なの」の「

声あり）

〇４番（工藤祥子） はい、教育委員会もそのよう

な位置づけにあります。やはり障害者の雇用環境

を整えていくという意味では、やはり国または地

方の機関が先頭に立って頑張っていただきたい、

このことを訴えたいと思います。

それから最後に、私は施設の方々ともお話しし

ていろんなことを聞いてきたのですけれども、障

害者の方は、施設なり家になり閉じこもっている

場合が多いので、皆さんが集まって楽しむ、また

体を動かすような行事をやっていただきたい、ふ

やしていただきたい、このような要望も聞いてき

ました。このことについての答弁をお願いいたし

ます。

〇議長（浅利竹二郎） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（畑中秀樹） 社会福祉など、いわ

ゆる障害のある方々を含め、社会福祉に関係する

団体の方々の参加する行事としましては、合同の

行事といたしまして、当市が直接ではございませ

んが、社会福祉法人むつ市社会福祉協議会の主催

によるふれあい福祉展が開催されているところで

あります。障害者団体を初めとした福祉関係団体

の交流及び作品の展示販売の場として開催され、

多くのボランティア団体とともにむつ市地域自立

支援協議会もブースを設けて参加しているところ

であります。

今後も、より多くの関係団体や市民の皆様に参

加していただけるよう協力をしてまいりたいと考

、 。えておりますので ご理解を賜りたいと存じます

〇議長（浅利竹二郎） ４番。

〇４番（工藤祥子） 社会福祉協議会主催で行事が

やられているということを今お話聞きました。１

回ではなく、もう少し２回、３回と機会を設けて

いただきたいということをまず要望したいと思い

ます。
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障害者の方が地域で安心して暮らせるというこ

とは、私たち市民も健常者の方も本当に安心して

暮らせるという社会につながっていくと思いま

す。障害のある方もない方も、共生してともに安

心して暮らしていける、そのようなむつ市を求め

て、これからも努力をしていただきたいというこ

とをこの問題では訴えて、次に行きたいと思いま

す。

２つ目の質問ですけれども、バス事業者の判断

だというふうなこと、このような答弁がありまし

た。私前の議会のときに、むつ総合病院の受け付

けに間に合うようにという質問をして、そのこと

は解決され、そして西通りの方々から大変感謝さ

れています。本当にありがとうございました。こ

のような議会での声を、また緑ヶ丘地域にある病

院に行きたいという、その希望の声、このことを

バス会社の判断というだけでなく、このような希

望があるのだということを、このようなことを伝

、 。えて また動かしていただきたいと思っています

今むつ総合病院に行きますと、地域連携という

放送がいつもかかっています。もうむつ総合病院

も患者が集中して、本当に大変な状況にあります

ので、むつ総合病院には急性期医療機関としての

役割を果たしていただくためにも、私は医療機関

への公共的な交通ということも本当に必要だ、こ

のような側面からも努力していただきたいと思い

ます。

それから、今コンパクトシティとネットワーク

という形でまちづくりが進められようとしていま

すけれども、その中でやっぱり集約していくので

あれば、市民が公共交通を利用して、そしてさま

ざまな医療機関、福祉機関、学校、さまざまなサ

ービスを受けることができる、そのようなまちづ

くり、これを基本にしていただきたい。そのこと

を本当に訴えたいと思います。ただ、集約だけが

先行して、このネットワークがおくれていくとい

うことは、特に周辺に住む市民としては本当に利

便性に欠ける問題、サービス低下となります。こ

のことを今度のむつ市総合経営計画の中できちん

と両面を位置づけて進めていただきたいと思いま

す。

続けます。第３点についてです。実は、私も大

湊駅の事故が多いということで、むつ警察署の交

通対策課のほうに行って聞いてみました。信号を

つけるということは、とても至難のわざだ、１年

に１個つけられるかどうかという、警察のほうも

そういう状況にあるということは確かに聞いてき

ました。近くに信号機があるということでもなか

なか大変だというふうなことも聞いてきました。

、 、 、しかし 付近の家を そしてお店を回ってみると

数年前に家に車が突っ込んできたことがあるとい

うお話も聞きました お店を出ていく人にも 危。 、「

ないから気をつけて」といつも声をかけていると

いうことでした。この周辺、もう少しスピードを

緩めてもらえないものか。

大湊上町の方で、海寄りに住んでいる方が、客

としてその店に来ていたのですけれども 「私た、

ちの町内は、30キロで走ってくださいというよう

なことで要望して、そして30キロコースになって

いる」というふうな話も聞きました。駅前に客を

待っていたタクシーの運転手さんに聞いてみて

も 「本当に危ないところだ、道路に出るときは、

気を使う。信号があればいいのだけれども、せめ

て道路の向かい側の電柱にカーブミラーでもあれ

ばいいのだけれども」と話をしていました。本当

に警察のほうも、あそこは危険地域だということ

は、もう認識していました。そして、昨年２人、

このような大きな事故が起きたというこの事実を

本当に重く見て、何らかの対策を立てるべきだと

思います。

歩道がありません。そして、横断歩道の印もど

こにあるのかよくわかりません。私は、ここをも
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う少しさまざま知恵を絞って、プロの知恵を絞っ

て、何とか二度と去年のような事故が起こらない

ような、そのような対策を望みたいと思います。

最後に、市長の見解だけ聞いて、よろしくお願

いします。

〇議長（浅利竹二郎） 民生部長。

〇民生部長（光野義厚） お答えいたします。

今速度規制とかいろんな対策を考えてというお

話かと思いますけれども、速度規制につきまして

は、警察の専管事項であるということですので、

この場で私どものほうから論ずることはできませ

んので、ご理解を賜りたいと思います。

また、横断歩道も同様に、あと例えば看板等の

設置もあろうかと思いますけれども、道路管理者

のほうの県の専管事項となっておりますので、ご

理解をいただきたいと思います。

以上でございます。

〇議長（浅利竹二郎） ４番。

〇４番（工藤祥子） 最後に、田名部の方面から来

ると、大湊駅がありますよという看板がついてい

ます。せめてそこに何かカーブがあるとか、注意

を促すようなこともできないものでしょうか。さ

まざまな知恵を皆さん出し合って、何とか事故が

起きないように、歩行者の安全ということで知恵

を絞っていただきたい、このことを申し上げて、

私の質問を終わらせていただきます。

〇議長（浅利竹二郎） これで、工藤祥子議員の質

問を終わります。

、 。ここで 午後２時15分まで暫時休憩いたします

午後 ２時０１分 休憩

午後 ２時１５分 再開

〇議長（浅利竹二郎） 休憩前に引き続き会議を開

きます。

◎佐賀英生議員

〇議長（浅利竹二郎） 次は、佐賀英生議員の登壇

を求めます。14番佐賀英生議員。

（14番 佐賀英生議員登壇）

〇14番（佐賀英生） こんにちは。14番、創世むつ

の佐賀英生でございます。むつ市議会第231回定

例会に当たり、通告に従いまして一般質問させて

いただきます。理事者各位の前向きな答弁をよろ

しくお願いいたします。

まずは、長きにわたり市政発展に多大なるご尽

力と住民の生活向上と福祉の充実のために惜しみ

ないご努力を注がれました新谷副市長初め、今年

度で退職なされます職員の皆様の長きにわたるご

尽力に敬意を表しますとともに、今後の皆様の人

生に幸多からんことを心からお祈り申し上げてお

ります。大変ご苦労さまでございました。

間もなく、あの忘れることのできない東日本大

震災から６年がたとうとしております。死者１万

5,894人、いまだ行方不明者2,561人という未曽有

の災害であったことは周知のことと思います。行

方不明者の発見を祈らずにはいられません。

国や県も防災や避難など、いろいろな施策を講

じておりましたが、最近は以前に比べて関心が薄

れているような感じがしております。災害は忘れ

たころにやってくるという言葉を思い出し、常に

心がけておくべきだと考えております。

国民が復興のために一所懸命になっているとき

に、本で覚えたり、テレビで流れる格言を心に刻

みながら生きてきたことと思われます。格言や心

に残る言葉というのは、本やメディア、講演や挨

拶など、いろんなところから吸収できることと思

いますが、吸収の度合いが多いのは本や雑誌によ

るものが大多数を占めるのではないでしょうか。

私は、うんちくが好きなものですから、よく本

や雑誌を読みますが、その中で、これはいいと思

うものは切り抜いたり書いたりして張っておきま
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す。机の周りにはたくさん張っておりますが、こ

れは何かの挨拶のときに使おうと用意してあるも

のでございます。たまにお通夜や説法など、心に

残る格言などは住職に聞きに行ったりもさせてい

ただいております。言葉は違えど、ほとんどの内

容はほぼ似たり寄ったりしているのではないでし

ょうか。

私が読んだ本で、なるほどという格言があった

ので、ご披露させていただきます。フランス、モ

ラリスト文学の最高峰とされるラ・ロシュフコー

、「 」は 頭のいい馬鹿ほどはた迷惑な馬鹿はいない

と喝破し、こうも指摘しております 「世には馬。

鹿たるべく定められた人がいて、彼ら自身が進ん

で馬鹿なことをするだけでなく、運命そのものが

いや応なしに彼らに馬鹿なことをさせるのであ

る 「人間は一生のうちにそうそう何度もお目」、

にかかれない運命の馬鹿に出会って巻き込まれ、

彼が必然的にしでかす馬鹿に翻弄されてきたと言

えよう。はた迷惑この上ない 、そういう格言で」

ございます。このラ・ロシュフコーの格言、正確

には箴言といいますが、実に真理を言い当ててお

り、結構おもしろいので、興味のある方は一読を

お勧めいたします。前段の格言に該当する人が皆

さんの周りにあらわれないことをお祈りしており

ます。

それでは、通告に従いまして、教育行政６点に

つきまして質問させていただきます。

日本スポーツ少年団は、1962年６月、財団法人

日本体育協会創立50周年記念事業として、一人で

も多くの青少年にスポーツの喜びを、スポーツを

通して青少年の体と心を育てる組織を地域社会の

中に、その他云々という、そういう願いを持って

設立されました。当時の豊かな国づくりを目標と

した社会情勢や、２年後に控えた東京オリンピッ

ク開催へ向けて高まっていた国民各層のスポーツ

への関心と相まって大きな期待が寄せられたとの

ことです。

創設当時、20世紀後半は、目覚ましい科学技術

の進歩や経済の高度成長などにより国民の生活水

準向上をもたらしましたが、他方では社会環境の

悪化や人々の心や体に大きな影響を与えてきまし

た。

こうした変化の中で、青少年たちが健全な生活

を営むことは容易ではなく、さらには学歴偏重の

社会的風潮、感受性の強い青少年たちに与える影

響は極めて憂うべく状況にあったそうです。

これらの青少年たちを救う道は、教育の一層の

充実よりほかになく、特に体育、スポーツ実践を

通して誇りを持ち、能力のすぐれた健全な少年を

育成することが最も重要であると考えられたので

す。

特にスポーツ少年団活動に大きな変化と重要性

をもたらしたのは、2002年に実施された週休２日

制があるのではないでしょうか。1992年５月から

公務員の週休２日制が実施され、各大手企業も追

随し、前記のように実施されたのです。

時系列に申しますと、1992年９月より、全国の

国公立の幼稚園、小、中、高校が月に１度学校週

５日制を実施し、2002年に完全実施となったわけ

です。このころから、ゆとり教育や学校外活動の

必要性、社会教育の重要性、家庭教育力の回復が

惹起してまいりました。ゆとり教育につきまして

は、さまざまな議論があり、改定されております

が、ここでは省略をさせていただきます。

、 、当むつ市 下北地区においてスポーツ少年団は

限定的ではありますが、課外スポーツ活動は、そ

の重要性を増してきているのではないでしょう

か。大多数が課外スポーツ活動ですが、大畑地区

はスポーツ少年団組織として活動しております。

武道やサッカーはスポーツ少年団ではないもの

の、会やクラブとして活動しております。私もス

ポーツ少年団立ち上げに若干協力させていただき
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ましたが、指導者の確保や保護者の協力など、産

みの苦しみもありました。

しかし、その前段として、夏休みのときに、先

生を加えない保護者だけの夜回りを実施し、先生

は教育のプロとして、保護者は親のプロとしての

建設的な線引きをしておりましたので、スポーツ

少年団への移行はできるものと確信しておりまし

た。結果、スポーツ少年団に関しては、経験のあ

る保護者や指導者の協力のおかげで好成績が続き

ましたし、学力に関しましても、じわりじわりと

向上していきました。また、保護者間での交流も

以前より活発となり、横のつながりも構築されて

いったのです。

スポーツ少年団のいいところは、自分の子供が

卒業しても、指導者やコーチとしてかかわってい

。 、けるということもあります そうすることにより

スポーツ少年団のつながりもさることながら、各

種行事や社会活動、イベントなどにもつながって

いくということができるわけであります。スポー

ツという共通のアイテムを持って知識形成も同時

に行ってきたのであります。

以上のことを踏まえ、以下３点について質問い

たします。

１点目として、スポーツ少年団活動と課外スポ

ーツ活動の違いをどのように考えているのか。

２点目として、課外スポーツ活動のスポーツ少

年団への移行の考えは。

３点目として、各種スポーツ大会の会場費の徴

収基準についてをお伺いいたします。

また、教育関連として、市長が要望している高

校のスクールバス改正問題についての現状はどう

なっているのかをお伺いしますとともに、旧田名

部高校大畑校舎の利用をどう考えているか、また

旧田名部高校大畑校舎の体育館を中学校の部活で

の活用及び大会の開催場所として使用できないか

をあわせてお伺いいたします。

以上、関連質問を合わせて６点について市長及

び教育委員会委員長にお伺いをいたします。

以上で壇上からの質問とさせていただきます。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 佐賀議員のご質問にお答え

いたします。

まず、教育行政についてのご質問の１点目、ス

ポーツ少年団活動と課外スポーツ活動の違いをど

う考えているのか及びご質問の２点目、課外スポ

ーツ活動のスポーツ少年団への移行の考えは、に

ついては、教育委員会からの答弁となります。

ご質問の３点目、各種スポーツ大会の会場費の

徴収基準につきましては、担当部長からの答弁と

なります。

次に、ご質問の４点目、市長が要望している高

校スクールバスの改正問題についての現状はどう

なっているのかについて、要望活動の経過につい

てお答えいたします。

平成26年４月１日から施行されました貸切バス

の新運賃制度により、高校生のスクールバスの運

賃は大幅な値上げとなり、また市内の小・中学校

のスクールバスの委託料金もおよそ３割もの増額

となったため、当市としても大きな財政負担とな

っております。

また、平成27年９月には、大畑地区などの高校

生の保護者の方々から成るスクールバス連絡協議

会から補助の実施などを求める要望書と6,455人

。 、分の署名を受け取ったところであります 私自身

スクールバスの運賃制度につきましては、市の財

政上はもとより、親御さんのお気持ちをおもんぱ

かったとき、大変大きな問題と受けとめ、国土交

、 、通大臣への直接の要請を初め １年の間に何度も

もちろん本件のみということでもありませんが、

国土交通省等の関係機関や青森県選出国会議員等

への要望活動を行ってまいったところでありま
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す。

これまでの活動の経過を申し上げますと、平成

27年２月９日の国土交通省東北運輸局長への要望

を初めとして、同年度は同局に対して内容の相談

も含めて直接または電話で私自身が局長、次長と

協議を重ねてまいりました。さらに、平成28年度

重点施策提案に係る国会議員説明会並びに国土交

通省への要望活動、津島淳国土交通政務官、さら

には平成28年３月21日、当時下北郡町村会長であ

り、先日亡くなられた飯田浩一前風間浦村村長と

ともに、石井国土交通大臣へ直接地域の地理的な

特性を説明しながら要請を行い、下北の町村をも

巻き込んで取り組んでまいりました。

こうした活動を踏まえ、平成28年度には東北運

輸局への具体的な制度設計の提案、平成29年度重

点施策提案に係る国会議員説明会並びに国土交通

省への私どもの提案も含めた要望活動を展開して

まいりました。これらの要望活動を受け、国では

平成28年７月１日付で、平成26年４月１日より施

行されました一般貸切旅客自動車と旅行業者等の

間で締結する年間契約等に対する取り扱いについ

ての一部改正が行われ、スクールバスに関して弾

力的な運用が図られることとなったところであり

ます。

また、当時の津島淳国土交通政務官からは、我

々の要望活動の結果として、スクールバスの料金

は全国的に３割程度抑えられるというお話をいた

だいたところであります。具体的には、契約上の

、年数の運行日数が365日と定められていたものが

スクールバスに関しては170日から365日の間の日

数を用いることができるようになり、国土交通省

では最大３割程度引き下げられるものと試算をし

ているとのことであります。

当市の小・中学校のスクールバスに関しまして

、 、は 休日の学校行事や部活動などでの使用により

３割となるかどうかは事業者の判断によるところ

もありますが、少なくとも新年度は財政負担ベー

スで前年度比で800万円程度年間契約額が低減さ

れるものと考えております。

また、高校のスクールバスに関しましても、運

行日数の見直しによりまして、年間契約の低減が

可能となるものと考えておりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

次に、ご質問の５点目、旧田名部高校大畑校舎

の利用を考えているのかについてお答えいたしま

す。旧田名部高校大畑校舎は、青森県所有の建物

であり、平成27年３月31日をもって廃校、現在遊

休施設となっており、当該施設の利活用方法につ

いて県の意向は示されておりません。市といたし

ましては、旧田名部高校大畑校舎は、建設から既

に37年が経過しており、大規模改造で内装は改修

されているようでありますが、躯体は相当の老朽

化が進んでいることや、冬期間は道路勾配が急な

ため、スクールバスが上れないことがあるなど、

公共施設として利活用する場合の市民の皆様の利

便性にも課題があるものと思っております。

また、現施設の転用、複合等を考えた場合にお

いても、購入費や多額の改修費が予想され、維持

管理費及び運営経費など、市の財政面からも施設

の拡充は極めて困難でありますことから、現時点

においては利活用の予定はございませんので、ご

理解を賜りたいと存じます。

ご質問の６点目の旧田名部高校大畑校舎の体育

館を中学校の部活動での活用及び大会の開催場所

として使用できないかにつきましては、教育委員

会からの答弁となります。

〇議長（浅利竹二郎） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長（遠島 進） 佐賀議員のご質問にお答え

します。

教育行政についてのご質問の１点目、スポーツ

少年団活動と課外スポーツ活動の違いをどう考え
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ているかについてお答えします。小学校における

、 、スポーツ少年団活動とは 学校の所属に関係なく

放課後等に児童が参加し、保護者や地域の方々が

主体となって行う活動と捉えております。

一方、課外スポーツ活動とは、教育課程外で校

長の裁量のもと、校内で組織し実施するいわゆる

部活動と理解しており、希望する児童に対してそ

れぞれの学校規模に応じた種目を組織し、教職員

が主体となって行う活動と捉えております。

次に、ご質問の２点目、課外スポーツ活動のス

ポーツ少年団への移行の考えについてお答えいた

します。基本的な考えとして、部活動は異年齢集

団による活動であり、責任感、連帯感を涵養し、

互いに協力し合って友情を深めるといった好まし

い人間関係の形成に資するなど、児童の望ましい

人格形成に大きな役割を果たす重要な活動である

と捉えております。

また、部活動ごとに活動に支障のない適当な所

属部員数が必要であり、継続的かつ充実した指導

、 。をするためにも 指導者の確保が必要になります

本市においても、少子化の影響により、新たに

採用される教員が少ない状況の中、市内小学校の

男性教員は全体の35.9％であり、さらに教員の平

均年齢が49.6歳と高くなっていることから、体力

的、技術的にも部活動を指導できる教員数も減っ

ている現状にあります。

また、児童数の減少によって、その学校だけで

活動できる種目も限られ、市内の児童が通学する

学校により、希望どおりに部活動に参加できる環

境にはなっていない現状にあります。このような

状況から、小学校の部活動については、むつ市教

育大綱にも明記されているように、スポーツ少年

団のような地域での活動へ移行することが望まし

いと考えております。

、 、地域の状況や児童数 各学校の環境等を踏まえ

子供たちに不利益が及ばない持続可能な組織体制

にしていくために、指導者の確保を初め保護者や

地域の皆様のご理解とご協力を得て進めてまいり

たいと考えております。

次に、ご質問の６点目、旧田名部高校大畑校舎

の体育館を中学校の部活動での活用及び大会の開

催場所として使用できないかとのご質問について

お答えします。当該施設は、県が管理する施設で

ありますし、現時点では市として利活用する予定

はない状況であります。また、電気、水道、暖房

等、設備の維持管理や補修などの面からも部分的

な利用は難しいと考えておりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

〇議長（浅利竹二郎） 民生部長。

〇民生部長（光野義厚） 教育行政についてのご質

問の３点目、各種スポーツ大会の会場費の徴収基

準についてお答えいたします。

体育館の使用料につきましては、体育館条例や

施行規則に規定しており、使用目的や時間帯等に

おいて使用料を徴収することとしておりますが、

減免規定に基づいた手続により減免も可能として

おります。

減免規定の内容は、むつ市またはむつ市教育委

員会が主催、共催する行事等に使用する場合や、

市内の小学校または中学校が教育活動に使用する

場合としております。したがいまして、さまざま

なスポーツ大会の中でむつ市やむつ市教育委員会

、 、が主催 共催する場合は使用料は発生しませんが

任意の団体が独自で主体的に大会を開催する場合

は、使用料を納付することとなります。

以上でございます。

〇議長（浅利竹二郎） 14番。

〇14番（佐賀英生） 答弁をいただきました。

まず、答弁の順番からいきまして、スクールバ

スの件についてですが、大変ありがたく思ってお

ります。私代表ではないのですけれども、やはり

こういう動きがあったというのは大変喜ばしいこ
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とですし、ちょっと受ける側も、またその当事者

の方々も、多分この経緯というのは、行っている

のは知っていても、こういうふうに進んでいると

いうのはなかなかわからなかったことかなと思い

ます。ラジオを通したり、またその方々とお話を

、 、して 以前より改善されているのは確実ですから

まあまあもとのほうに戻っていったような感じだ

と思いますので、大変感謝をしたいと思います。

また、今後も続けていっていただいて、そうい

う本当に保護者の皆さんが負担がないように、ま

た苦しまないようにしていっていただきたいと思

っております。

それと、体育館の件なのですけれども、確かに

かなり時間もたっておりますし、あのまま置いて

おきますと、建物というものは不思議で、人が住

まないと何となく朽ちていくといいますか、気が

ないというか、そのような感じでなっていくと思

いますので、６番目と同じなのですけれども、利

活用の予定はないと。

ただ、１つちょっとお伺いしたいのは、担当部

長がいいかどうか、先般ヒアリングとか報道で聞

いたのですけれども、県の廃校の委員会みたいな

ものが組織されて、今後そういう学校の廃校及び

どのようにしていくのかわかりませんが、委員会

がなされていくというのをちょっと小耳に挟んだ

、 。のですけれども その点を１点お伺いいたします

〇議長（浅利竹二郎） 財務部長。

〇財務部長（氏家 剛） お答えいたします。

まだこちらむつ市のほうには、そういうふうな

件につきましての具体的なお話は一切ない状況に

あります。ただ、以前県のこの大畑校舎の今後の

活用というふうなことにおきましては、そのよう

な委員会にかけて、どのような方向に持っていく

かというふうな、そういう段取りで考えていきた

いというふうなお話は伺っておりますけれども、

それが今現在行われているのかどうか、そちらに

ついては、ちょっと承知していないところでござ

います。

以上です。

〇議長（浅利竹二郎） 14番。

〇14番（佐賀英生） 承知いたしました。

続きまして、スポーツ少年団の部分に移らせて

いただきますが、先ほど教育長のほうから答弁が

ありましたように、なかなかスポ少というのは、

やっていることは多分ほぼ同じことをしているか

と思うのですが、指導者の違いと、そういうのが

あろうかと思いますが、２番目のスポ少への移行

というのは、そうでなくても先生方というのはか

なり多忙をきわめていて、先ほど教育長がおっし

ゃったとおり、どちらかというと女性の先生方が

多くなってきている。そういうものが多くなって

くると、どうしてもスポーツをやってきた方だと

、 。いいのですけれども なかなか経験者が少ないと

本当の指導というのは、ただついてやらせている

ものか、本当のスポーツとして育てていっている

という、そこら辺の観点がなかなか大変な部分に

なってきているのかと思います。

中学というと、多分部活というのは授業の一環

。 、ではないかと 小学校の部分は任意といいますか

出ていると。ただし、先生が必ずついたりなんか

して、いなくてはいけない部分になっております

が、その部分について、中学と高校の部活動及び

課外活動の違いと申しましょうか、大きな違いの

ところを後学のためにご答弁願います。

〇議長（浅利竹二郎） 教育長。

〇教育長（遠島 進） 小学校の部活動、そして中

学校の部活動の違いということのご質問と思いま

す。中学校の部活動は、学習指導要領に定められ

ております。したがって、教育的な活動として活

動をしておりますが、小学校の場合は学習指導要

領に定めがないのです。したがって、教育課程外

の活動ということになります。しかしながら、各
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学校の校長先生方が教育活動として必要であると

認めた場合には、これは勤務内であれ、勤務外で

あれ、先生方はそれに対応するというようなこと

になる、そういうことが求められているというこ

とになっています。

以上です。

〇議長（浅利竹二郎） 14番。

〇14番（佐賀英生） はい、わかりました。

私もＰＴＡがちょっと長かったものですから、

先生方との交流、また共有する時間が多かったの

、 、ですが 例えば休みでも出てこなくてはいけない

自分の子供がそういうふうな大会に行っても行け

。 、 、ないと 中体連とか何かだと 担当のところだと

一緒に自分の子供も見れるというのがあります

が、なぜスポ少の問題を惹起したかというと、や

はり先生方のそういう負担を減らしていただい

て、教育のプロとして、どちらかというと学力の

ほうに軸足を置いていただきたい。

教育長、どうでしょう、市長にも関連するのか

もしれませんが、役所の職員の中でも、例えば市

民一般の方々でも、スポーツや武道にたけた方と

いうのは多数いらっしゃると思います、私も何人

か知っておりますが。例え話ばかりで申しわけな

いのですが、１週間に１回でも10日に１回でも、

よし、きょうは市長、部長、私は、野球が得意な

ものですから、きょうはどこどこ小学校に野球の

指導に行ってきます、１時間早く上がらせてくだ

さいと、そういう指導の仕方で順次時間をかけな

がら移行していくやり方も一つありかなと。それ

は、仕事の事務量ですとか、もろもろありますの

で、その時期もありますけれども、そういう協力

の仕方、もしくは市民の方々からボランティア指

導者みたいな感じで、リクエストしてもらってエ

、 。ントリーして ある程度のものをつくっておくと

そっちのほうが比較的移行しやすいですし、また

その方々も貢献度というのがあろうかと思います

が、その点について現在の考え方といいますか、

そこら辺のところをよろしくお願いします。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まず、お話の前提として、基本的には私はこれ

は佐賀議員と恐らく考え方の方向性は一緒で、こ

れから時間は少しかかるかもしれませんけれど

も、順次やはりスポーツ少年団という活動に移行

していくべきだというふうに考えています。

そうした基本的な考え方のもと、先般策定され

ました教育大綱の中では、そのようなことも文言

として盛り込んでいるというところでございま

す。

さらに、その中でも書かせていただきましたけ

れども、やはり指導者バンクといいますか、指導

者の問題というものはありますから、これは指導

のプロがやらなければいけないと思うので、そう

いったところもしっかりと措置していかなければ

いけないと思います。

ただ、その一方で、この指導者というのは子供

の成長段階に応じまして、ある意味各競技をある

程度専門的にかつ適切に教える必要があるという

ふうに考えています。ですから、指導者バンクの

中に登録していただく方はそういう方であろうか

と思いますけれども、一概にそれが市の職員だと

、 。か そういうことでも私はないと思っております

ただ一方で、市の職員の中でも、仮に業務との関

係で対応が可能で、それで本人の意思がある、そ

ういうことをやりたいという意思があるというこ

とであれば可能かもしれませんけれども、一概に

職員だからとかということでは私はないと思って

おりますし、そういう意味で指導者バンクという

仕組みをしっかりと構築して、スムーズにスポー

ツ少年団に移行する体制を教育委員会とともにつ

くっていきたいと、このように考えております。

〇議長（浅利竹二郎） 14番。
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〇14番（佐賀英生） ありがとうございました。済

みません、その教育大綱読んでいなかったもので

すから、大変恐縮でございます。

いずれにしてもスポーツ少年団、子供たちに教

えるというのは大変、その指導者の確保という形

なのですけれども、一例を申しますと、大畑町の

場合は野球に関すると、ほとんどが消防署員の方

が多くて、まず指導者がいて、その下にコーチが

、 。いて 保護者の方がいてという形でつくっている

部長もご存じのとおり、指導者が、船頭が多い

と、なかなか指導の方法で方向性が見えなくなっ

てぐだぐだになってしまいますので、やはり頭と

いうのが一人いて、それに沿った流れ方をしなく

てはいけないというものがあると思います。いさ

さか時間のかかる問題かと思いますが、いずれ移

行して、市長が言う優秀な人材を育てていくと、

医者の１人や２人出すと、そっちの方向に向けて

いけるような施策を今後もとっていただきたく存

じますので、よろしくお願いします。

、 、最後になりますが 使用料の関係になりますが

先般のヒアリングの中でもある程度理解はさせて

いただいたのですが、教育的見地といいますか、

なるというのは、防犯大会とかそういういろんな

青少年健全育成大会というのは、部長、どうでし

ょう、それはどの分類に入るのか。文言はそうい

う防犯とか青少年健全育成大会となるわけです

が、教育的分野として区別していいものか、また

それ以外なものなのか、これだけ１つだけお願い

します。

〇議長（浅利竹二郎） 民生部長。

〇民生部長（光野義厚） お答えいたします。

減免の基準の中に、児童・生徒の健全な育成あ

るいは同じことかもしれませんが、義務教育修了

前の生徒のための大会等をやる場合とあるのです

けれども、あとそのほかに公益に資するものとい

うような考え方もありますので、そういうものを

総合的に勘案しながら、今までの取り扱いも参考

にしながら対応していきたいと思っておりますの

で、ご理解いただきたいと思います。

〇議長（浅利竹二郎） これで、佐賀英生議員の質

問を終わります。

、 。ここで 午後３時５分まで暫時休憩いたします

午後 ２時４８分 休憩

午後 ３時０５分 再開

〇議長（浅利竹二郎） 休憩前に引き続き会議を開

きます。

◎会議時間の延長

〇議長（浅利竹二郎） 本日の会議時間は、議事の

都合により、あらかじめこれを延長いたします。

◎中村正志議員

〇議長（浅利竹二郎） 次は、中村正志議員の登壇

を求めます。22番中村正志議員。

（22番 中村正志議員登壇）

〇22番（中村正志） ああ、むつ市に生まれてよか

った。仕事も私生活も充実しております。自由民

主党、自民クラブの中村正志です。むつ市議会第

231回定例会に当たり一般質問を行います。市長

並びに理事者の皆様におかれましては、明快かつ

具体的で前向きなご答弁をお願いいたします。

「 、 」、希望は強い勇気であり 新たな意志である

これはマルティン・ルターの言葉でありますが、

宮下市長の平成29年度一般施政方針を聞いて思い

出した言葉であります。私は、かつてこの場で当

時の一般施政方針がつまらない、わくわくしない

と発言したことがあります。しかしながら、今は

そのような思いをしておりません。リーダーでし

かビジョンを語ることができませんし、ビジョン
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を語り、それを徹底させることが最大の仕事であ

ると私は思っております。宮下市長におかれまし

ては、その姿勢を貫いてほしいと思います。

、 、我が国日本においては 超高齢化が急速に進み

誰も知らない未来がすぐそこにやってきます。加

えて、少子化による人口減少も急速に進み、準備

する時間はどんどん少なくなってきております。

課題は山積し、何をしなければいけないのかはわ

かっているが、何をどうやればよいのかがわから

ない現状があります。これまでの国の一律の政策

、 、では 多様な状況に対応することは不可能であり

国も地方の自立と独自の政策を求めております。

どこかをまねたり見習ったりすればよいという

時代は終わりました。各自治体が地域の事情に応

える政策、施策を迅速に考え、スピードを持って

実行しなければなりません。何もしなければリス

クはどんどん大きくなるばかりであります。

「この世を動かす力は希望である。やがて成長

して果実が得られるという希望がなければ、農夫

は畑に種をまかない 、これもマルティン・ルタ」

ーの言葉です。たくさんの希望の種をまきましょ

う。そして、種をまくだけではなく、水を与えま

しょう。そして、みんなで希望の果実を収穫しま

しょう。そのために、皆さんとともに汗をかくこ

とを約束し、質問に入ります。

質問の第１は、ＲＥＳＡＳ、地域経済分析シス

テムの活用についてであります。ＲＥＳＡＳって

何。一言で言うと、地方自治体のさまざまな取り

組みを情報面から支援するためにまち・ひと・し

ごと創生本部事務局が提供する産業構造や人口動

態、人の流れなどの官民ビッグデータを集約して

可視化するという地域経済分析システムです。全

然一言ではありませんでしたが。

私が初めてこのＲＥＳＡＳを開いてみたのが昨

年のちょうど今ごろでした。それは、私にとって

衝撃でした。普通であれば、何種類もの資料やデ

、 、ータを集めて分析 検討しないとできないものが

パソコンのマウスを数回クリックするだけで簡単

に見ることができるのです。例えば全産業花火図

を見てみると、むつ市においてどの産業が域外か

らキャッシュを稼いでいるか、どの産業が市民所

得の基礎となる付加価値を生んでいるのかがわか

ります。さらに、どの産業が雇用を支えているの

かもわかります。限られた財源の中でどの産業を

伸ばしていくべきかのヒントがあふれておりま

す。

ＲＥＳＡＳは、歴史に残る政治的な大発明なの

ではないかと私は感じております。自分たちの地

域を分析して、仮説を立てて政策を投入する。そ

こにＫＰＩを設定してＰＤＣＡで回していく。Ｒ

ＥＳＡＳは、地方創生にチャレンジするための最

強のツールであると私は考えます。

そこで、ＲＥＳＡＳをむつ市として地方創生に

どのような形で活用しているのかをお尋ねいたし

ます。

質問の第２は、地域コミュニティ活動の活性化

についてであります。今改めて地域コミュニティ

の核となる町内会のあり方が注目されています。

町内会と地方公共団体との協働の形態についての

アンケート調査によると、町内会の今後のあり方

について 「自主的な活動を中心としつつ、市町、

村とのパートナーシップを確立すべき」と回答し

た地方公共団体の割合が90％と圧倒的に高く、町

内会の活動を尊重しつつも、協働を強く推進して

いきたいという意向があることが見てとれます。

一方で、情報化を基盤とする日常生活の利便性

の向上は、マイカーとコンビニとＳＮＳがあれば

隣人とのつき合いは不要と考え、日々の仕事や生

活に追われる中で、今地域がどうなっているのか

の情報もなく、直接関係のあること以外はなるべ

くかかわりたくないし、かかわる余裕もない住民

が増加している現実があります。そのため、町内
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会への加入率の低下や役員のなり手がないという

組織存続の条件を欠く事態も予測されます。

身近な生活の場において、地域生活がより快適

なものとなるためには、身近であればこそ、近く

の人々の自分たちの力でしかできないことがある

はずだと私は考えます。むつ市では、地域コミュ

ニティ活動をより活性化するために、新年度にお

いて町内会に対して新補助金制度をスタートさ

せ、また行政連絡員制度の見直しをすることとな

ると聞いておりますので、この２点についてお尋

ねをいたします。

質問の第３は、上下水道事業の経営健全性につ

いてであります。下水道事業については、まだ整

備計画の途中でありますので、質問の中心は上水

道事業となります。

上水道事業と下水道事業は、地方自治体が住民

サービスとして経営する地方公営事業で、受益者

負担の原則に基づいて独立採算制で運営されてい

ます。水道料金や下水道使用料は、事業運営に必

要な経費に見合って料金水準を定める総括原価方

式によって決められております。適正な原価に適

正な利潤もしくは資産維持費を加算して算出され

ています。この料金がここ数年全国の自治体で相

次いで引き上げられ、今後も引き上げる予定、方

針の自治体もめじろ押しとなっております。

値上げの背景にあるのは、節水と人口減少に伴

う料金収入の減少と老朽化した管路施設の更新費

用の増加であります。国は、経営の効率化や経営

改革の促進を求めておりますが、上下水道事業の

経営環境は今後厳しさを増すことは避けられませ

ん。このような状況の中、むつ市の上水道事業の

経営健全性について、大いに心配するところであ

ります。

公営企業の経営健全性の見える化を推進するた

めに、各公営企業の経営及び施設の状況をあらわ

す主要な経営指標とその分析で構成される経営比

較分析表が平成26年度決算から策定され、公表し

ております。むつ市の上水道事業分についても平

成26年度、平成27年度の２カ年分が公表されてお

ります。それには、11の経営指標がありますが、

むつ市においてその11の指標がどうなっているの

か、現状の経営健全性はどうなのか、経営比較分

析表の策定についてお尋ねをいたします。

今後の対策としてのアセットマネジメントは、

経営比較分析表による見える化によって経営と資

産の実態を把握したうえで今後必要となる管路の

取りかえや施設の改築、補修などの更新費用と、

そのための財源を合理的に算定し、長期的視点に

立った経営を確立するための取り組みでありま

す。国では、こうしたアセットマネジメントの取

り組みを柱とする経営戦略の策定を公営企業改革

の柱として打ち出しており、全ての地方公営企業

が策定するとの数値目標を盛り込みました。

そこで、アセットマネジメントによる経営戦略

について、その目的、意義を含め、むつ市として

策定に向けて今現在どのような取り組みをしてい

るのかお尋ねをいたします。

「最も重要な決定とは、何をするかでなく、何

をしないかを決めることだ 、スティーブ・ジョ」

ブズの言葉です。まさに選択と集中であります。

宮下市長は、今後こういう場面に何度となく遭遇

することでしょう。その難しい選択が笑顔輝く希

望のまち・むつ実現につながることを信じ、壇上

よりの質問といたします。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 中村議員のご質問にお答え

いたします。

まず、ＲＥＳＡＳ、地域経済分析システムの活

用についてのご質問につきましては、担当部長か

らの答弁といたします。

次に、地域コミュニティ活動の活性化について
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のご質問の１点目、新補助金制度についてお答え

。 、 、いたします 市では 市民の皆様との連携を深め

市民協働によるまちづくりを推進していくうえ

で、市民の皆様に最も身近な自治組織であります

町内会は、市にとりまして大変重要なパートナー

であると認識しているところであります。

そこで、市と町内会とのパートナーシップをよ

り強固なものとし、地域活動をさらに活性化して

いくため、来年度から新たな町内会補助金制度を

施行することといたしました。この新補助金制度

の施行に伴い、合併以降、むつ、川内、大畑地区

でそれぞれ異なった内容となっていた補助金制度

の統一という懸案事項につきましても解消され、

むつ市内の全ての町内会が同じ制度のもと、地域

活動を活性化させていくことができることになり

ます。

これまでの補助制度からの変更点といたしまし

ては、まず対象地区が川内、大畑地区のみとなっ

ておりました活動費に係る補助につきましては、

内容を統一したうえで補助対象地区を全地区に拡

大をいたします。内容といたしましては、世帯数

に応じて算定する基本割額や世帯割額と、地域の

活性化につながる活動に対して支援する事業補助

としております。また、このほかにこれまで対象

地区が旧むつ地区のみとなっておりました集会所

の修繕等に対する補助も、補助対象地区を全地区

に拡大することにしております。

予算につきましては、平成29年度は今年度と比

較して、町内会補助金制度全体で約250万円の増

額となっておりますが、今後も引き続き各種関連

事業の見直し等を進め、町内会活動をより強力に

支援してまいりたいと考えております。

市といたしましては、各町内会の自主性を尊重

しつつ、生き生きと活動を継続していけるよう地

域のお年寄りの方からお子様までが一緒に楽しめ

る異年代交流事業や、ご高齢の単身世帯や児童の

登下校時の見守り活動なども事業補助の対象とし

て考えており、その中でも特に自主防災組織の結

成や健康づくり事業の実施など、市が重点的に推

進している事業を実施していただく町内会に対し

ましては、その活動に対する支援もしてまいりた

いと考えております。

各町内会におかれましては、新補助金制度を積

極的にご活用いただき、これまで以上に各地域の

コミュニティ活動を活発なものにしていただきた

いと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存

じます。

次に、ご質問の２点目、行政連絡員制度の見直

。 、しについてお答えいたします 行政連絡員制度は

市長及び市の機関の連絡等に関する事務の一部を

嘱託しているものであります。行政連絡員の皆様

には、市の広報、広聴施策を展開するうえで、長

年にわたり重責を担っていただいているところで

あり、深く感謝申し上げる次第であります。

一方、市では、よりよい形で市民協働のまちづ

くりを進め、地域コミュニティの活性化を図るた

めの検討を重ねているところでありまして、市民

の皆様にとりまして、最も身近な地域の自治組織

であり、市とともに歩むまちづくりの大切なパー

トナーである町内会との連携をより強固なものと

していきたいと考えており、この点、行政連絡員

制度につきましては、今後各地域の行政連絡員の

皆様に、制度の廃止も含めた見直しについてご説

明をさせていただいているところでありますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、上下水道事業の経営健全性についてのご

質問につきましては、公営企業局からの答弁とな

ります。

〇議長（浅利竹二郎） 公営企業管理者。

（花山俊春公営企業管理者登壇）

〇公営企業管理者（花山俊春） 中村議員のご質問

にお答えいたします。
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上下水道事業の経営健全性についてのご質問の

１点目、経営比較分析表の策定についてお答えい

たします。経営比較分析表は、公営企業において

経年比較や類似団体との比較及び複数の経営指標

を組み合わせた分析を行うことにより、経営の現

状及び課題を的確かつ簡明に把握するとともに、

今後の見通しや課題への対応に活用するもので、

市のホームページで公表しているところでありま

す。

まず、水道事業の経営比較分析表についてであ

りますが、経営の健全性、効率性に係る指標のう

ち、給水収益等の収益で維持管理費等の費用をど

の程度賄えているかを示す経常収支比率及び給水

に係る費用を給水収益等で賄えているかを示す料

金回収率については、類似団体平均値を下回って

いるものの100％は上回っており、経営は黒字を

確保できている結果となっております。

また、給水収益に対する企業債残高の割合を示

す企業債残高対給水収益比率については、施設の

更新投資財源のほとんどを企業債に依存している

ため、全国平均値、類似団体平均値をともに大幅

に上回り、憂慮すべき水準となっております。

一方、下水道事業についてでありますが、供用

開始後の年数が浅く、いまだ整備中でありますの

で、各指標とも厳しい数値となっております。

今後ともこの経営比較分析表による経営分析を

行い、持続可能な事業運営に向け経営改革の検討

を進めてまいりますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

次に、ご質問の２点目、アセットマネジメント

による経営戦略についてお答えいたします。水道

事業におけるアセットマネジメントとは、水道事

業を将来にわたって安定的に持続するために中長

期的な視点に立ち、水道施設全体について効率的

かつ効果的に管理運営すること、いわゆる資産管

理でありまして、当市においては厚生労働省作成

の手引に基づき策定済みであります。

その中では、水道施設の構造物及び設備並びに

総延長約480キロに及ぶ管路について、耐用年数

からした更新時期と更新費用を算定するととも

に、今後の人口減等に伴う水道使用料金収入の減

額状況を踏まえ、必要となる企業債の額などを勘

案し、今後の更新事業等に対する起債割合などを

シミュレーションしておりまして、向こう40年間

の水道施設等の更新需要と財政収支の見通しを立

てております。

また、経営戦略につきましては、総務省から策

定が求められておりまして、アセットマネジメン

トによる中長期的な視点に立った施設の更新計画

に基づき、水道事業及び下水道事業ともに今年度

中に策定し、議員及び市民の皆様に公表できるよ

う現在作業を進めている状況であります。

さらに、厚生労働省から新水道ビジョンの策定

が求められておりまして、アセットマネジメント

や経営戦略を活用した新水道ビジョンを平成29年

度中に策定し、健全な事業運営の検討を進めてま

いりますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（浅利竹二郎） 総務政策部長。

〇総務政策部長（川西伸二） 中村議員のＲＥＳＡ

Ｓ、地域経済分析システムの活用についてお答え

いたします。

まず、地域経済分析システム、ＲＥＳＡＳにつ

いてでありますが、これは国の総合戦略の中で地

方創生版三本の矢として地域の取り組みを情報、

人材、財政の３つの側面から支援している国のま

ち・ひと・しごと創生本部事務局が地方自治体の

さまざまな取り組みを情報面から支援するため、

平成27年４月から提供しているもので、産業構造

や人口動態、人の流れなどの官民のビッグデータ

を集約して、わかりやすく見える化するものであ

ります。

このＲＥＳＡＳは、誰もがインターネット上で
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使用できるデータ分析システムでありますが、自

、 、らの地域の現状と課題の把握 そして地域の強み

弱みの分析に非常に効果的なツールであります。

地域特性に即した施策の立案にも大いに寄与する

ものであります。

当市におきましても、平成27年９月に策定いた

しましたむつ市人口ビジョン及びむつ市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略におきまして、このＲＥ

ＳＡＳを活用し、人口の現状の分析や今後目指す

べき将来の方向性と人口の将来展望の検討を行

い、これを踏まえた具体的な施策の立案に活用し

ております。

また、当市では現在地方創生交付金を活用しな

がら、地域活性化に向けたさまざまな取り組みを

展開しているところでありますが、この交付金は

ＲＥＳＡＳの活用などによる客観的なデータに基

づき事業設計がなされていることが要件とされて

いることから、ＲＥＳＡＳを活用し、観光客の移

動や推移等について分析を行い、地方創生に効果

的な事業を構築し、取り組みを進めているところ

であります。

例えば「むつ市のうまい三本の矢」による地域

ブランド化推進事業では、当市の農産物販売金額

及び海面漁獲物等販売金額が減少傾向にあり、加

えて農業経営者の平均年齢も全国平均よりも高

く、高齢化が顕著となっているというＲＥＳＡＳ

による分析結果に基づき、当市の１次産品などの

品質を域外の消費者に的確に伝え、新たな販路開

拓へと導くことや、新商品開発やブランド化を通

じて１次産業従事者の所得向上や、それに伴う後

継者不足の改善、雇用の創出を目指すものであり

ます。

このような中、国はＲＥＳＡＳを利用する人材

の広がりと利活用がさらに進むことを期待し、操

作や活用方法について、自ら学ぶことをサポート

するｅラーニングシステムを昨年11月から提供し

ております。このｅラーニング開講に関する情報

につきましては、全職員に対しメール配信し、利

活用の促進に努めているところであります。

また、先月15日には東北経済産業局にご協力い

ただき、ＲＥＳＡＳの機能や活用事例に対する理

解を深めるとともに、データ分析を具体的な施策

へ生かすことを目的とし、企画や産業、経済を担

当しております当市職員のほか、包括連携協力に

関する協定を締結しております青森銀行様、みち

のく銀行様、青い森信用金庫様、青森県信用組合

様の４金融機関並びに観光ＤＭＯを目指す一般社

団法人しもきたＴＡＢＩあしすとが合同で研修会

を開催いたしました。この中では、交流人口の拡

大や外貨を稼ぐ取り組みについてさまざまな立場

から意見が出されており、今後職員の政策立案能

力の向上や地方創生が新たな取り組みへのきっか

けになるものと期待しているところであります。

、 、一方 国ではＲＥＳＡＳで地元の課題を発見し

地元を元気にする政策アイデアを提案することを

目的とした内閣府地方創生推進室主催の地方創生

政策アイデアコンテストが開催されており、高校

生以下の部と大学生以上一般の部に区分され、審

査が行われております。

当市では、今年度むつサテライトキャンパスの

高校生向け講座の中で市内の高校生が３つの政策

をつくり上げ、コンテストに応募いたしました。

残念ながら１次審査を通過することはできません

でしたが、政策提案した生徒からは、むつ市の現

状について学び、むつ市の未来について考えるよ

い機会になった、客観的にむつ市を見詰めること

ができたなどといった意見が寄せられており、地

域を見詰め直し、また地域の未来を考えるきっか

けになったものと認識しております。

このようにＲＥＳＡＳは行政に携わる者だけで

はなく、広く市民の皆様にも活用していただける

ツールでありますので、職員が日ごろからＲＥＳ
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ＡＳを活用し、地域の現状把握に努めることはも

ちろんのこと、国が提供しておりますｅラーニン

グや東北経済産業局で実施しております研修会等

の情報をホームページ等により市民の皆様にも周

知するなど、活用の促進と地方創生に資する取り

組みにつなげてまいりたいと考えておりますの

で、ご理解賜りたいと存じます。

。 、失礼いたしました ただいまの私の答弁の中で

「むつ市のうまい三本の矢」による地域ブランド

化推進事業のところで 「産業経営者」の平均年、

齢と申し上げましたが 「農業経営者」の平均年、

齢と訂正させていただきます。申しわけございま

せん、よろしくお願いいたします。

〇議長（浅利竹二郎） 22番。

（ ） 。〇22番 中村正志 答弁ありがとうございました

それでは、何点か再質問をさせていただきたいと

思います。

まず最初に、企業局のほうからいきたいと思い

ますが、私も経営比較分析表のほうをとって見て

みましたが、今説明いただいたとおりのことが書

いてありまして、やはり懸念されております企業

債残高対給水収益比率、これが大分高いのが心配

だなということもありますし、これがまた経営戦

略のほうにも大きな課題として残っているという

ふうに考えております。

そこで、今後の取り組みの中の経営戦略は今年

度中に出るということでありますが、その中で、

この企業債残高の比率が高いことに対しては、ど

のような取り組みを今現在されているのかお知ら

せ願いたいと思います。

〇議長（浅利竹二郎） 公営企業管理者。

〇公営企業管理者（花山俊春） 企業債残高対給水

収益比率のことでございますけれども、平成27年

度決算で水道料金収入による給水収益というのは

約13億5,536万円、一方企業債残高は約123億

3,060万円と９倍程度の額となっております。そ

の企業債の償還額が平成27年度実績で約６億円と

多額なため、硬直した財政状況にあるということ

が言えると思います。

、 、今後は 事業規模を適当な水準にするとともに

経常経費を削減するなどして利益率を高め、企業

債の借入額を減らしていく努力が肝要かと考えて

おります。ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（浅利竹二郎） 22番。

〇22番（中村正志） 実際の収益と残高と９倍以上

ということで、将来的に本当に厳しい状況にある

のだなというふうに思います。ただ、事業の性格

として、これらの資金は事業の中で賄うというの

が基本的な姿勢だと思うのですが、現状から考え

ると非常に難しいのかなというふうに感じており

ます。

そうなると、一般会計の繰り出しのほうにも頼

らなくてはいけないのかなというふうにも思いま

すが、現状ではその辺についてはどのように考え

ていますか。

〇議長（浅利竹二郎） 公営企業局長。

〇公営企業局長下水道部長（萬年茂昭） 資本的収

支の関係から申しますと、一般会計からの繰入金

ですけれども、基準内繰入金3,760万円程度、基

準外繰出金3,390万円程度、合わせて7,150万円程

度を繰り入れてございますけれども、これは全て

各市町村が合併してから企業会計へ統合する前の

簡易水道の建設事業に充てたものでありまして、

そのことが一般会計からの繰入金が高くなってい

るものと考えております。これは、いずれも基準

内繰入金ということでご理解賜りたいと存じま

す。

〇議長（浅利竹二郎） 22番。

〇22番（中村正志） そうしますと、今後の、要は

いかにして合理化していくかということだと思う

のですけれども、入ってくるのは多分ふえないだ

ろうと。そうなると、いかに事業のほうを縮小し



- 113 -

ながらも市民生活に迷惑をかけないといいます

か、そういうふうな方法があると思うのですが、

先ほど何点かお話ししていたと思うのですけれど

、 、 、も どうなのでしょう 施設等の合理化というか

小さくするとか、スペックのほうをダウンさせる

とか、そういうようなことは可能なものなのでし

ょうか。

〇議長（浅利竹二郎） 公営企業管理者。

〇公営企業管理者（花山俊春） 上水道事業に関し

ましては、現状では経営に必要な経費というのは

水道料金収入等の給水収益で賄えている状態なわ

けですけれども、議員先ほどお話がありましたよ

うに、人口減少または節水意識の高揚ということ

、 。により 給水収益が年々減少する傾向にあります

今現在、ここ二、三年を見ますと、毎年約１％く

らいずつ水道料金収入というのは減少しておりま

して、今後さらに加速度的にそこの収入というの

は減っていくものとこちらでも予測しておりま

す。

今後さらに経費を抑えるという点においては、

先ほど申し上げましたように、営業及び施設等の

運転維持管理の包括的な委託を検討しております

し、さらにむつ市の場合は有収率というのですけ

れども、実際に給水している水がどの程度収入に

なっているかというふうな率なのですけれども、

それも非常に低い状態ということで、恐らく漏水

がある程度あるのではないかということもござい

ますので、今後さらに漏水調査及びその修理によ

る有収率の向上等を高めながら、経常経費の削減

に努め、黒字を維持していきたい、または黒字を

さらに大きくしていくことによって一般会計から

の繰り出しという部分も抑えられるものと考えて

おりますので、ご理解願いたいと思います。

〇議長（浅利竹二郎） 22番。

（ ） 、〇22番 中村正志 今おっしゃられましたとおり

有収率80％くらいということでありますね。この

経営比較分析表ですが、非常にわかりやすくて見

やすいものでありますので、もし可能なのであれ

ば、平成28年度決算のときから資料として加えて

もらえればなというふうな希望を述べて、次の質

問に入りたいと思います。

次は、地域コミュニティの活動の活性化につい

て、町内会についてですけれども、これまでばら

ばらであった町内会に対する補助金のほうが統一

、 、されますよということでありますが そうなると

今までもらっていた町内会と今回初めてもらう町

内会というような形が出てくるかと思うのです

が、補助金ですから、ある程度成果を出してもら

わなければいけない種類のお金です。ただ、今ま

でもらっていなかった町内会が平成29年度からも

らう。では、どういうふうな事業をやるのでしょ

うかとなったときに、私は戸惑う町内会も出てく

るのではないかなというふうに予測します。その

あたりの懸念についてはどのように考えておりま

すか。

〇議長（浅利竹二郎） 総務政策部長。

〇総務政策部長（川西伸二） お答えいたします。

この補助金につきましては、新年度から統一す

るということで、現在補助金の要綱等も準備して

おります。そういった要綱等をこれまで交付され

ていた町内会、それから交付されていなかった町

内会、それぞれにご説明しながら、この補助金の

有効活用をお願いしてまいりたいと、そのように

感じております。

以上でございます。

〇議長（浅利竹二郎） 22番。

〇22番（中村正志） そういうことなのだと思うの

ですけれども、すごくやる気のある町内会は、そ

れを使ってどんどん活動していく、ちょっと言葉

は悪いですけれども、なかなかそこまではいかな

い町内会というのは、何か町内会のランニングコ

ストに消えてしまうのではないかなというふうな
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心配するところもございます。なので、行政とし

て、そこら辺の町内会活動の独自性は尊重しなく

てはいけないとは思うのですけれども、こうやっ

ていきましょうとか、こういう事業をしましょう

というようなアドバイザー的な役割も担っていか

なくてはならないかなとは思うのですが、そのあ

たりについてはどのように考えていますか。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

アドバイザー的な立場というよりも、私答弁で

申し上げたとおり、パートナーだというふうな認

識でおります。今回の補助金、少し詳細ご説明さ

、 、せていただきますと まず基本割額といいますか

世帯数に応じた額で交付をさせていただく部分と

いうのがあります。これは、町内会の通常の運営

経費に充てていただきたい部分だというふうに思

っております。さらに、町内会が実施する事業に

対する上乗せ補助という形で特別に上乗せをする

部分があると。これにつきましては、例えば自主

防災組織を結成していただくですとか、あるいは

健康づくりの事業をしていただくですとか、町内

会の中で敬老会の事業をしていただくですとか、

見守り活動をしていただくですとか、そういった

ことをやっていただく。すなわちパートナーとし

てと言ったのは、市のこれからの行政の施策にご

協力をいただけるというか、同じ方向性で歩んで

いただけるという、そういう事業をやっていただ

くところに上乗せして補助をさせていただくとい

うようなことを基本として考えてございます。

以上です。

〇議長（浅利竹二郎） 22番。

〇22番（中村正志） その町内会活動についてもう

一つの懸念が、いろんな方が指摘している加入率

だと思うのですけれども、経営戦略の中ではＫＰ

Ｉで65.1％から66％というふうに加入率を上げて

いきましょうという目標を持って取り組んでいく

わけなのですが、これは具体的にどういうことを

やるのか。あるいは、この新補助金制度を使って

町内会活動を活発にしてもらって、それを見て入

ってもらうというふうな捉え方でいいのか。これ

が一つで、あとたしか市内には町内会がない地区

もまだあったかと記憶しておりますが、そちらの

ほうの対策はどのようにされますか。

〇議長（浅利竹二郎） 総務政策部長。

〇総務政策部長（川西伸二） お答えいたします。

町内会の加入率ということでございますけれど

も、確かに議員おっしゃられましたとおり、この

補助金制度によりまして、町内会の活動を活発に

。 、していただきたいと そうした活発な活動の中で

町内会の活動の魅力を感じて加入していただく方

がふえることも期待しております。

また、さらに町内会にお任せするばかりではな

く、我々行政のほうもそういった町内会の加入に

ついての促進の取り組みといいますか、そういっ

たことも今後は進めてまいりたいというふうに考

えております。

それと、確かに町内会等まだ組織していない地

区もございます。そういったところには、今回町

内会に対する補助金ということでもありますの

で、なるべくであれば町内会の組織をお願いして

いきたいと思っております。ただ、地域によって

は結成といいますか、組織するのに難しい地域も

あるかもしれませんが、その辺は地域の事情をい

ろいろお話しさせていただきながら、例えば単位

として町内会の扱いとさせていただくとか、そう

いったことも考えてまいりたいというふうに考え

ておりました。

以上でございます。

〇議長（浅利竹二郎） 22番。

〇22番（中村正志） いずれにいたしましても、町

内会と行政との、先ほど市長はパートナーシップ

という言葉を使いましたが、これがよりよいパー
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トナーシップが築かれることが何といっても一番

大切なことでありますので、その辺を踏まえて、

新年度から事業のほうを進めていただきたいとい

うふうに思います。

最後にＲＥＳＡＳについてであります。このＲ

ＥＳＡＳ、説明にも、答弁にもありましたけれど

も、現在も進化して、どんどんバージョンがアッ

プされております。交付金の申請についても、そ

の活用のほうを求めているということのお話もご

ざいました。なので、やはりどんどん活用してい

かなくてはいけないのだと思うのですけれども、

先ほどの答弁では、ＲＥＳＡＳの習得のためのｅ

ラーニングについては全職員のほうにお知らせを

している。しからば、どれくらいの方々がＲＥＳ

ＡＳを開いて、部署によっては必要ないのかもし

れませんけれども、見たことがあるとか、そうい

うようなところは、きちんとした数字はとってい

ないかもしれませんけれども、感じとしてはどん

なぐあいでしょう。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

ＲＥＳＡＳを使った職員がどれぐらいいるかと

いうことは、これは具体的な数字はとっていない

わけでありますけれども、少なくともこの地方創

生の交付金を申請する際には、これを使って申請

書をつくるということが義務づけられて、義務づ

けられてというか、そういうふうにしないとなか

なか申請できないということですので、これに相

当する部署、例えば総合戦略課ですとか、産業振

興課ですとか、そういったところの職員は使って

いると思います。

ただ、この仕組み、私も非常に有用性を感じて

いるところでありまして、今総合経営計画これか

らつくります。今実施計画ということで、来年、

やはりアウトカム指標をしっかりつくってＰＤＣ

Ａ回していくということでありますので、そうし

た中において、今後このＲＥＳＡＳもうまく活用

しながらむつ市政を進めていきたいと、このよう

に考えております。

〇議長（浅利竹二郎） 22番。

〇22番（中村正志） 行政が使いこなしていく、こ

れはどんどんやってほしい。

もう一つ、やはり行政だけではなく、答弁にも

ありましたけれども、広く民間の方にも使ってい

ただいて、ぜひ稼げる地域になってほしいと。そ

ういうことで、前回は、先月は金融機関さんとし

もきたＴＡＢＩあしすとさんと合同に勉強会を開

いたということであります。これどうなのでしょ

うか。もっともっと今年度以降は広げていくとい

いますか、そのような具体的な方策はあるのでし

ょうか。

、 。また 先ほど高校生のほうのお話もありました

この間政策コンテストがありましたけれども、新

年度やるのか、ちょっと私まだはっきりわかりま

せんけれども、これらにも参加する課題の一つと

して、ぜひともＲＥＳＡＳを使ったうえでやって

ほしいなというようなことも含めまして、その辺

民間にどうやって広げていくのかということをお

聞きしたいと思います。

〇議長（浅利竹二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） ＲＥＳＡＳの民間への広め

方ということでありますけれども、これやはり先

ほどの部長からの答弁でもありましたが、高校生

の政策コンテストのような場面では非常に有用性

、 。 、があるということで 実際使いました ですから

これからもそういった場面の中では市としては提

示していきたいというふうに思っておりますし、

また多くの事業者の方や、例えば漁協さんですと

か、そういったところでも有用な仕組みであると

思いますので、そういう場面ではご紹介を申し上

げるということで進めていきたいと。ただ、何よ

りも、やはりまず我々自身がしっかり使いこなせ
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るということが前提だと思っておりますので、そ

の話を前提として、地域の方々にも使っていただ

いて、稼げる自治体へと脱却をしていきたいと、

このように考えております。ぜひとも中村議員も

質問の際には、このＲＥＳＡＳを使ってご質問し

ていただきたいと思います。

以上です。

〇議長（浅利竹二郎） これで、中村正志議員の質

問を終わります。

◎散会の宣告

〇議長（浅利竹二郎） 以上で本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明３月７日及び８日は議案

熟考のため休会したいと思います。これにご異議

ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（浅利竹二郎） ご異議なしと認めます。よ

って、明３月７日及び８日は議案熟考のため休会

することに決定いたしました。

なお、３月９日は議案質疑、委員会付託、一部

採決を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 ３時５４分 散会
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